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徳島県バドミントン協会創立50周年記念式典･祝賀会
(平成16年5月26日：徳島プリンスホテル）

鵬県ドﾐﾝﾄﾝ鵬創立50周年記誠典
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遠井日本バドミントン協会専務理事の祝辞西谷会長のあいさつ
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徳島県バドミントン協会創立60周年記念式典･祝賀会
(平成26年3月1日：徳島グランヴイリオホテル）
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佐野徳島県教育長の祝辞西野会長のあいさつ

【受賞者】

感謝状(日本バドミントン協会）

西野昌明、藤本孝彰、吉田泰造

特別功労賞
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全国で活躍するジュ ア､中学生
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徳島中学校

平成13年度第31回全国中学校大会女子団体準優勝
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大阪あや(徳島中学校）

平成15年度第33回全国中学校大会
女子単優勝
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松友美佐紀(徳島中学校）

平成18年度第36回全国中学校大会

女子単優勝
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平成15年度第17回全国小学生バドミントン選手権大会
6年生以下単優勝他

平成17年度第24回全日本ジュニア選手権大会

新人の部女子単優勝
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徳島中学校

平成15年度第33回全国中学校大会女子団体準優勝
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中学生の活躍
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小学生の活躍
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国際大会

■第27回日韓戦徳島大会 (平成22年5月30日）
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の開催全国大会
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徳島県バドミントン協会会長

日
日西野 明

としても活躍しており誠に頼もしい限りです。

今後も役員一同バドミントン人口の墹加、普
及や競技力向上を地道に進めてまいりますので、

関係各位の一層のご指導、ご鞭捷を賜りますよ

うお願い申し上げます。

徳島県バドミントン協会は昭和30年、全国で

43番目に創立されました。

先に創立30年誌を発刊しておりますが、 60年

という節目に記念誌を刊行出来ることは誠に意

義深く、 この時に会長職にあります事を大変光

終わりに本誌発刊にご尽力くださいました多
くの関係者の方々に対しまして深甚なる感謝の

気持ちを込めてご挨拶といたします。

栄に思っております。

スタート以来競技レベルや運営態勢で牛歩に

も似たスローペースで推移して来ましたが、歴

代会長、理事長はじめ多くの役員、会員の努力

により近年は順調に発展してまいりました。ま

た、 日頃何かとご指導いただいております公益

財団法人日本バドミントン協会、徳島県教育委

員会、公益財団法人徳島県体育協会をはじめと

する多くの方々に厚く御礼申し上げます。

競技人口や指導者の大変少ない本県ですが､

小・ 「' 1 ．高の流れがスムーズに行き、全|玉|小学

生バドミントン選手権大会や全国中学校バドミ

ントン大会等々ではジュニア女子の頑張りで、

優勝、準優勝も飾れるようになりました。その

他長年参加するだけであった国民体育大会では

平成21年度に少年女fが第4位入賞と夢のよう

な結果が川ております。また、徳島県川身の女

f選手が現在H本のトップレベルのプレイヤー

1
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祝 辞

日本バドミントン協会会長

綿貫 民輔

り、貴協会の今日までの輝かしい60年の歴史は、

誠に意義深く、本協会としても感謝にたえない

ところであります。

今後も、 60周年を一つの節目として、 さらな

る底辺の拡大、組織の充実などに努められ、学

校スポーツから一般スポーツに至るまで、バド

ミントン競技がll'圖広<徳島の地で強化、普及さ

れ、貴協会が日本のバドミントン界のリーダー

的存在として、 ますますご躍進されますことを、

心よりお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたし

ます。

徳島県バドミントン協会が、 この度創立60周

年を迎えられたこと、誠におめでとうございま

す。

貴協会が60年にわたり、選手の育成・強化、

並びにバドミントン競技の普及に努力され、今

日の成果を挙げられましたことは、会員一同の

皆様におかれまして感|既無量のことであろうと

ご推察いたします。

また、 この期に数々の記念行事の一環として、

60年誌の刊行をみるに至りましたことを、心か

らお慶び申し上げます。

貴協会が昭和30年に創立されて以来、役員各

位と会員の皆様が心を一つにして、幾多の困難

と障害を克服し、今日の確固たる基盤を築かれ、

今や会員数が1600名を超え、全国的にも有数の

協会に成長されましたことは、誠に喜ばしい限

りと存じます。

また、創立から今'1まで営々として、バドミ

ントンの普及発展に類い希なる情熱を傾け、限

りないご尽力をなされました役員各位に対しま

して深く敬意を表するものであります。

申すまでもなく、 II水バドミントン協会の発

展は、都道府県協会の充実、発展がその礎であ

2
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盗課

祝 辞

徳島県知事

飯泉 嘉門

の皆様に親しまれて､
ミ

このたび、徳島県バドミントン協会におかれ

ましては、栄えある創立60周年を迎えられ、そ

の記念誌が発刊されますことを心からお慶び申
し上げます。

貴協会は、昭和30年の創立以来、半世紀余り
という永きにわたり、会員相互の固い結束のも
と、各種大会や競技会の開催などを通じて、バ
ドミントン競技の普及・発展はもとより、県民
の皆様の体力向上や本県のスポーツ振興に、多
大なご貢献をいただいております。
また近年は、 ジュニアからの一環した競技力
向上に努められ、全|王|大会において非常に優秀
な成績を収める選手を輩出するなど、その指導
方針や育成体制は、県内外から注目を集めてい
るところであります。

これもひとえに、歴代会長並びに役員の方々
をぱじめ、会員の皆様のご熱意と不|析のご尽力
の賜と、改めて深く敬意と感謝の意を表する次
第であります。

さて、近年、余暇時間の増大や尚齢化の一層
の進ｲ｣等に伴い、県民の皆様のスポーツに対す
る|11心は、 より一瞬尚まっており、特に年齢や
性別を問わずに楽しめ、 また、私たちの唯活の

中に深くとけ込み、多くの皆様に釈

るバドミントン競技に対する期待は

大きくなってきております。

ますます

こうした中、本県では、県政運営の指針であ
る「いけるよ／徳烏．行動計画」におきまして、
県民の皆様に、 自らの生活や生きがいを重視し、
健康で豊かな生活をお送りいただくよう、 「ス
ポーツ王国と<しまづくり」を重点施策に掲げ、
年齢や体力に応じて身近にスポーツを楽しめる
生涯スポーツ社会づくりや、 スポーツを通じた
活力ある地域づくりを積極的に推進していると
ころであります。

どうか、貴協会におかれましては、 このたび
の佳節を契機とされまして、更に活発にご活動
いただき、本県におけるバドミントンの競技力
向上や、一層の振興を図られますとともに、明
るく活力に満ちたﾉ|ﾐ涯スポーヅ社会の実現のた
め、 これまで以上にご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

結びといたしまして、徳島県バドミントン協
会の更なるご発展と、会員の皆様の今後ますま
すのご健勝、 ご活朧を心から祈念'llし|えげまし
て、お祝いの喬葉といたします。

3
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祝 辞

孟一P

徳島県教育委員会教育長

義行佐野

定校事業｣は､全国大会での上位入賞を増やすな

ど､成果を踏まえて､より高いレベルで競技力向上を

めざす事業の展開に向け､鋭意努力しているところ

です｡また､平成24年度から中学校で､平成25年度

から高等学校で実施される新しい学習指導要領に

おいても､部活動の意義が明確に示されたところで

あり､貴協会におかれましては､今後とも本県の学校

体育･スポーツの振興に御尽力いただきますようお

願い申し上げる次第です。

貴協会では､これまでもジュニアから成人に至る

各年齢層において競技普及や競技力向上に計lⅢi

的に取り組まれ､そのシステムづくりは他の競技団体

の模範となってきたところです。

徳島県におきましても､平成20年度から､県教育

委員会と文化スポーツ立県局県民スポーツ課が連

携しながら､より専門性を発揮することによI)､「学校

における体育･スポーツ｣｢競技スポーツ｣｢生涯ス

ポーツ｣の各事業の活性化に向けて取り組んでおり、

特に､競技力向上については､校種による切れ'1の

ない一貫指導を基本的理念として､各種事業を推

進しているところであI)､今後一瞬各競技卜11体の''’

律的な活動を支援してまいりたいと巷えてお(’)ます。

最後になI)ましたが､記念誌発刊を契機とした､徳

島ﾘ,↓バドミントン協会の今後ますますの御発腱を祈

念II'しl ･.げ､お祝いの! ;梁といたします。

このたび徳島県バドミントン協会が創立60周年を

迎えられ､その記念誌が発刊されますことを心から

お喜び申し上げます。

貴協会は､昭和30年に設立され､バドミントン競技

の普及発展はもとより､徳島県の学校体育や競技ス

ポーツの充実に大きく貢献してこられました｡これま

でお世話いただいた歴代役員をはじめ会員の皆様

の御努力に対しまして､深く敬意と感謝の意を表す

る次第であります。

学校体育の分野においては､平成18年8月には

第36回全国中学校バドミントン大会の徳島開催に

御尽力をいただき､その競技会運営が全国的にも

高く評価されるとともに､この大会では､徳島中学校

が女子団体で､松友美佐紀(徳島中)さんが個人シ

ングルスで優勝する快挙を達成し､県民のバドミント

ン競技への注目度がこれまで以lzに大きくなりまし

た。

また､高等学校でも､競技力向上スポーツ指定校

である城東高等学校女子バドミントン部の近年の活

躍は目覚ましく､全|王|高等学校総合体育大会(イン

ターハイ)で平成19年度から4年連続ベスト16､平

成21年度|王|民体育大会(新潟'五1体)では､|Ii1校選

手で編成した少年女fチームが4位入賞を果たす

など､競技力のliliにおいても徳島県スポーツの牽引

役を果たしてこられました。

、|え成18ｲド度に開始した｢競技ﾉJli'l l ･スポーツ指

4
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昭和BO年代～40年代

協会創立

本県のバドミントン協会創立は、四国四県は勿論全国でも一番遅ぃ昭和30年4月でした。香川．愛
媛．高知の各県は昭和25年迄に県協会を創立しており、昭和28年に国民体育大会バドミントン競技が
香川県善通寺市で開催されるので周辺は大いに盛り上がっていた。協会のない本県だけが蚊帳の外で
した。こうした状況下、昭和28年に徳島市会議員藤井二男と徳島市役所国保課長の木下晋が高松市
との親善野球大会に出場した際、初めてバドミントンに接した事に始まる。帰県後徳島市役所社会教
育課の大西正義と三木恒男に話を持ち込み動き出した。
昭和28年善通寺市で行われた国民体育大会の見学や指導を受けたのち、同年香川県バドミントン協
会理事長佐藤実一を徳島市役所に招いて初めての講習会が行われた。
徳島で初めて行われた大会は県協会創立直前の昭和29年富田小学校の講堂で行われ、徳島市役所、
裁判所、徳島大学、助任小学校、貯金局、阿波銀行、 日和佐高校のチームが参加した。
県協会創立時のメンバーは、徳島市役所（大西、三木、東条嘉男、中山実太郎)、助任小学校（新
見泰志)、阿波銀行（越後禎之、吉田泰造、西野昌明）であり、初代会長藤井二男、理事長大西
正義でスタートした。会長、理事長以外は全員25才以下、社会的にも未熟な若者の集団であったが遮
二無二動きまわった｡ただちに県体協に加盟した｡尚4年後に新見泰志が理事長を引き継いでいる。

学校地域の動き

（高校）昭和28年当時富岡西高校の教員野村淳平、仁木義顕が徳島市役所大西の講習を受けたのが
最初で、翌29年日和佐高校に仁木が転勤と同時に同好会、そして創部した。高体連に専門部が出来た
のは昭和41年です。専門部長に野村淳平（小松島高校）が就任したが、それまでの長期間仁木一人で
県高校界を支え多くの名選手を育てた。その功績は皆様御承知のところです。 日和佐中学校にも部を
創り、中・高一環体制を築いた事は当時非常に珍しい事でした。退職後も70才半ばまで選手作りに励
まれました。

其の他、八万中学時代に力をつけ部活動の無い徳島商業高校進学の森茂行（自営業）は同好の友を
集め、顧問の先生を探し同好会を創り、弟森治郎（阿波銀行）が入学し正式の部とした等先輩達は大
変なご苦労されている事忘れてはなりません。
（大学）職場のスポーツとして佐藤信行（徳島大学）は協会創立時から活動していたが、 日和佐高校
から入学した向井田肇が昭和33年に同好会を創り昭和35年に部に昇格させた。この年に日和佐高校か
ら灘勝が入部、昭和36年には県外から医学部へ烏巣隆資、福田隆了、谷上安駿らが入部、昭和37年入
部の中島幹夫も加わり、昭和44年頃迄は徳大男子バドミントン部の黄金時代であった。烏巣．中島は
県協会運営にも積極的に参加、そして両名共国体選手としても県協会に大きく貢献した。
（阿南市）昭和33年に阿南市役所の岡久吉隆、長田千鶴子らが職場のチームを作った。昭和36年にな
って江川正治、中村白が阿南市役所に就職、昭和38年に阿南市バドミントン連盟の発足、昭和45年に
阿南市バドミントン協会とした。富岡西高校、富岡東高校の大幅なレベルアップ、そして阿南工業高
校、新野高校に部を創ったりと頑張った江川の努力は素晴らしかった。この地域には阿南工業高校か
ら戎野祐二、富岡東高校から超有名選手神野安朗が出ています。
（実業団連盟）協会創立に関わった者イコール実業団メンバー、昭和31年より阿波銀行、徳島市役所
両チームは全国実業団大会に参加していた。県協会が体制作りに躍進一途の昭和38年、新見泰志理事
長、越後禎之副理事長は側面から県協会を支える実業団チームの整備を考え、会長大串博昭(H本
資蝋に業）理事長新見匡弘（日本資糧工業）で県実業団連盟を発足させた。然し昭和43年にII本資
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糧工業、阿波銀行の主力選手が相次ぎ退職、その上県外に転勤者が出て、昭和55年復活まで休止状態

となった。

（中学校）新見泰志が勤務していた助任小学校は早くからバドミントンの練習場として阿波銀行、徳

島市役所チームに体育館を開放していた。いつも話題は早く中学校に専門部を創ろうであった。こう

して中学校への働きかけは新見の職場の同僚、小椋貞和が昭和37年徳島中学校に転勤し一気に動いた。

小椋は中学校に同好会をただちに創り翌年部に昇格させた。又同窓生であった門田喬（県中体連理事

長）に専門部創設を依頼。一方新見は大学の同窓生山本圭二（小松島中学）そして小川眞澄（八万

中学）大西順子（富田中学）田中実（城東中学)、教員以外では川内中学に部を創り先生に渡した越

後禎之（阿波銀行）が既に活動していた日和佐中学校と共に昭和38年バドミントン専門部とし中体連

に加えられた。

（小学校）昭和39年東京オリンピックを契機にスポーツの早期教育がさけばれる様になり少年に対す

る各種スポーツがさかんになって来ました。少年スポーツ教室が開かれたり、徳島市内のバドミント

ン愛好者によって、小学生を対象としたバドミントンクラブが生まれました。津田小学校、福島小学

校が県内では最初に組織化した団体として誕生しました。 5年後に内町小学校の保護者が子どもの体

力づくりの一貫として、学校と関連をもちながら発展して来ました。又、那賀郡上那賀町では小学生

の体力づくりとして、男子はサッカー、女子はバドミントンということでスタートしましたが、現在

は小学校の統廃合が進みバドミントンが減少しています。

（徳島市）徳島市バドミントン協会の創立は昭和47年夏、新見泰志理事長の努力で発足、初代会長は

県バドミントン協会長と兼任藤井二男、理事長は大西正義であった。

（其の他)鳴門市協会、家庭婦人連盟(現レディース連盟）は昭和50年代に、小学生連盟は平成スター

トで今日に至っております。

協会運営等

常任理事をお願いしたいが年間8,OOO円を県協会に寄附していただきたい。

この時代苦労した事は、練習場所の確保と、協会の運営資金作りであった。練習場所を探すために

小学校や高校へと何度も足を運んだ。しかし、木造で天井の低い体育館ばかりで、バドミントンコー

トはどこにもない状態であった。そのため学校に手作りの支柱と巻尺を持ってコートを作り、 ライン

はチヨークで引いた。しかも、 4年に一度の四国大会運営資金がなく、年令的にも社会的にも未熟な

少数の役員が資金集めに企業まわりをしたり、 シヤトルをメーカーから直接購入することで販売差益

が生まれ、それも大きな収入源の一つであった。しかし、運転資金に常時50万円は必要で、 この資金

は経理担当者が一人で工面していた。昭和35年から以後6年間もの期間続いた。

特筆すべきは、○○さん常任理事をお願いしたいが、年間8,000円を県協会に寄附していただきた

いとの勝手な申し出を快諾していただき、その寄附は3年間続けられた。当時、高卒初任給が7,000
円前後の時代である。

昭和50年代

高校生の活躍

県協会発足3年目の昭和33年から20年間、 2代目理事長として組織作りから小・中・高校のチーム

作りと東奔西走していた新見泰志理事長が退き、昭和53年4月に富田善明（城東高校）が理事長を引

10
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き継いだ。理事長が高校教員なので、高校の大会参加校増加に、 2代目高校専門部長板東輝雄（小松

島西高校） と力を合わせ活動した。勿論最初から参加の仁木義顕（日和佐高校）の力も非常に大きか

った。

昭和41年に高体連専門部に加入。男女共々6校でスタートした。昭和59年には、男子参加校が20校

を超え、女子参加校を少し上まわった。

対外的な試合、戦績も上昇し、四国高等学校バドミントン選手権大会で、昭和51年に日和佐高校女

子チームが団体優勝、個人戦女子ダブルスでも寺上、井口（日和佐高校）が優勝した。四国大会参加

24年目のことである。この大会、男子では昭和60年に初めて神野安朗（富岡東高校）がシングルス優

勝、準優勝は昭和52年戎野祐二（日和佐高校)、昭和61年に吉岡努（城東高校） となった。
もう一つの四国大会、全国高等学校選抜バドミントン四国予選会が昭和47年に第一回大会としてス
タート、昭和58年男子シングルスに浜松栄二（徳島商業高校)、翌59年に神野安朗が夫々優勝した。
神野選手は富岡東高校で初めてラケットを握り、四国大会で優勝しています。福井中学時代バレー
のセッターを務めていたというバネは他の選手の追随を許さず観客の目を引きつけた。その後、 日本
大学に進み、全日本総合選手権大会ダブルス第4位と大活躍しました。神野選手を育てたのは富岡東
高校の神崎祥治監督と外部コーチの四宮澄夫（小学校教員）です。四宮先生は日和佐高校時代に仁木
義顕先生に指導を受けており、現在まで外部コーチとして頑張っています。
高校生が四国で勝てる様になった原因の一つに社会人の指導があります。
福井県出身で結婚を機に来徳した増金秀行（関西大学)、彼は関西地区No.1選手として有名で、 I念
る様なスピード感いっぱいのスマッシュを持ち、指導力は抜群で高校生だけでなく、社会人のレベル
アップにも貢献した。その他、玉田耕司（京都産業大学)、岡田友一（日本交通公社）が徳島商業高
校、城南高校へと熱心に足を運んでいた。

四国の状況では、中学・高校共毎年殆ど香川県が上位を独占していますが、昭和28年の第一回四国
高等学校選手権では高知県男子が団体優勝、愛媛県が団体準優勝。女子は優勝香川県、準優勝愛媛県
でした。その後、各種目共、殆ど香川県が独占しており、時折り、高知県勢や愛媛県勢が顔を出して
いました。徳島県だけが蚊帳の外状態です。

その他

（中学校）川内、城東、徳島、八万、 日和佐の各中学校を中心として活動していたが、四国で勝ち全
国大会にも出場したいとの気概を持った先生方が少なく、社会人も中学生の指導まで考える人もいな
いため、四国大会は出場しても早々に敗退を繰り返していた。然しこのままでは大変という事で、徳
島中学周辺が動き出し着々と手は打っていた。

（小学校）昭和50年代になり、当時の新見泰志理事長が、徳島市内の内町、福島、津田の各小学校及
び転勤先の那賀郡山間部の小学校にチームを作りました。特に山間部では小規模校という事で、野球
とかバレー等団体競技は人数不足で難しい所に着目。男子は、剣道、女子はバドミントンとして動い
ていた。最近、山間部の学校は統廃合が進みチーム数が激減している。
（家庭婦人連盟）現レデイス連盟は、他県に比べスタートが大変遅れましたが、関係者の努力により
昭和57年に山本幸子理事長で発足しました。大会参加者も50人足らずから100人、 100人から200人と
活発的な活動が印象に残っております。

11



徳島県バドミントン協会60周年‘記念‘誌

昭和GO年代～平成25年

中学生、小学生が全国大会で優勝

（中学校)四国大会では負けてばかりの徳島県勢を変えなければと､昭和57年に徳島中学校の外部コー

チになったのが、当時県協会副理事長の西野昌明です。やがて、平成元年の四国大会女子シングルス

で、徳島中学校の中山佐知子（ヤマハ、ベスト電器）が優勝、全国中学校バドミントン大会シングル

スで、ベスト8となった。又、最近の四国大会。平成13年から25年の13年間で女子団体優勝8回、準

優勝3回、個人戦だけの出場が2回となり、全中出場の常連校となっています。全国大会でも優勝、

準優勝していますが、詳細は「あの日の感激を忘れない」「徳島県中学校体育連盟の歩み」大阪真智

子。 「私とバドミントン」松友美佐紀。 「前だけを向いて」大阪あや。等々本書にあるので省略いたし

ます。

（小学校）当時20才半ば、現役選手としてこれからという時に、選手生活を退き、小学生の指導一筋、

今日まで頑張っている藤本伸（徳島商業高校・藍住町役場）の貢献度は素晴らしいです。彼は地元藍

住町にバドミントンがないので、競技する人が出来、楽しみも知ってもらいたいとの一念から指導者

の道に入り、藍住エンジェルスポーツ少年団をスタートさせました。昭和60年に東小学校を対象とし

て親子の指導から始め、 10年を過ぎる頃には全町内の小学校にまで幅を拡げレベルアップして行きま

した。県大会の優勝から全国大会の出場とその間多くの選手を育てています。平成13年と15年に若葉

カップ全国小学生大会女子の部で団体優勝、平成15年には全国小学生バドミントン選手権大会女子シ

ングルス優勝松友美佐紀は皆様、御存知の通りです。彼の情熱いっぱいの指導は厳しいものがありま

すが、基本を大切にし、継続して反復練習を積み重ねています。丁寧な指導者で、 ラケットの扱い方、

手足の動作と基本十分な選手が多く、いつも感心して見ております。小学生の指導者では、今年82才

になっても毎日、助任小学校と内町小学校に顔を出している吉田泰造（小学生連盟副会長）が居りま

す。阿波銀行を退職後、 58才から今日まで温厚な人柄とわかりやすい指導で保護者の信頼も厚く、素

晴らしい選手を校区の徳島中学校に送りこんでいます。

少年女子が国民体育大会で第4位

（高等学校）男子は昭和60年に四国高校選手権で優勝して以来ずっと勝てなかった。平成22年になっ

てダブルスで庄野正博、齋藤裕進（徳島商業高校）が準優勝◎高校選抜四国予選会で、齋藤選手がシ

ングルス優勝、翌年の四国高校選手権で齋藤選手がシングルス準優勝、団体戦は徳島商業高校準優勝

となった。女子は中学校で力をつけた選手が、城東高校に集まり出した。平成3年の四国大会から団

体、個人とほぼ毎年準優勝が続き、平成18年には優勝者が出るようになった。この年城東高校女子バ

ドミントンが強化指定校となり、経験豊富な小寺由香先生が顧問に、その後岡佐古拓也先生も赴任、

万全の体勢が出来上がった。

四国での優勝・準優勝は数が多いので優勝者のみ抽出しました。

四国高校選手権団体優勝城東高校(19年、 21年、 22年)、 シングルス優勝水口愛梨(20年、 21

年連続)、前里愛子（22年)、ダブルス國安香好、水口愛梨(19年)、水口愛梨、若田美沙(20年、 21

年連続)、高校選抜四国予選会シングルス水口愛梨(19年、 20年連続)、ダブルス松友仁美、久

次米佐和子(18年)、水口愛梨、若田美沙(19年、 20年)。

特筆すべきは、昭和30年に国民体育大会に初参加、以来殆どが初戦敗退をくり返して来た徳島県で

すが、平成21年になって高校生チームが第64回国体で堂々の第4位、競技人口の少ない当県としては

夢のような話です。 メンバーは監督杉内邦弘、選手水口愛梨、若田美沙宮崎友望です。

城東高校が勝てるようになったのは、以上のような事ですが、外部コーチの杉内邦弘（現協会理事

12
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長）及び息子の杉内一浩（金沢学院大学）の積極的な指導も忘れてはなりません。

（その他）全国大会……平成になってからの全国大会は、平成17年に第24回全日本ジユニアバドミン

トン選手権大会を、平成18年には第36回全国中学校バドミントン大会を開催しました。この大会では

女子団体及びシングルス優勝と徳島中学勢が輝かしい成績を納めました。社会人では平成12年に第17

回全日本シニアバドミントン大会の開催、平成9年、 14年、 20年、 23年と日本リーグの開催。国際大

会……平成20年、 22年、 26年と日韓バドミントン競技徳島大会を開催。特に平成22年の大会では、 日

本ユニシスチームから松友選手及び人気度No.1の潮田玲子選手が出場したこともあり、バドミント

ンを見たことない人も来場。超満員の会場を沸かせました。海外遠征……平成24年1月に県内の中・

高生を連れて、中国広東省東莞市に遠征。 4月には東莞市体育学校のチームが来徳、交流を深めまし
た。

おわりに

協会創立当初は、競技人口を増やそうと少人数の役員が穴吹や池田方面まで定期巡回講習会を行っ

たり、中・高生の強化講習会を行っていました。 （現在も同じですが…） しかし受け皿となる学校の

指導者が少なく、開催してもその場限りの状態が続いていました。歩みは大変遅いものでしたが、関

係者の努力で、昭和50年代にはいり、高校生が四国大会で優勝、平成になり中学生が全国中学校バド
ミントン大会で優勝。小学生も同様、全国大会で優勝者を出しております。

しかし、まだまだ私共の力不足もあり、他県に比べ登録人口がいつも全国ワースト5以内である事。
もう一つの大きな問題は教員の指導者が余りにも少ないと思います。他県の状況を見たとき国民体育
大会バドミントン競技開催をするたびに、教員の採用や適正配置をしていますが徳島県では国民体育
大会が行われていないためにこういった面で遅れていること、 また、私立中高にチームがないのも原
因かと思います。

以上のような状況ですが、県協会役員I

御協力、御支援宜しくお願い致します。

県協会役員は 歩一歩前進するのみです。更なる努力が必要で、一

13



徳島県バドミントン協会60周年‘泄念艦

平成19年2月

大阪真智子

感謝状平成25年

功労賞昭和40年

昭和45年

平成2年

平成18年

顕讃賞平成2年

平成2年

平成3年

平成5年

平成25年

吉田泰造 藤本孝彰西野昌明

藤井二男

新見泰志

富田善明

西野昌明

仁木義顕

吉田泰造

藤本孝彰

板東輝雄

久次米慶二 牛川 務

徳島県体育功労者表彰者 一覧 表

山本幸子

久次米慶二

牛川 務

土井公子

森 茂行

今出幸男

増金秀行

宮本博子

仲澤俊代

伊藤浩二

藤本 伸

植田宏和

大野利春

大阪真智子

杉内邦弘

井貝辰男

佃 善博

鎌倉 準

吉岡 努

乗原孝司

多田 巧

藤井

新見

越後

西野

中山

新居

吉田

小椋

藤本

富田

平岡

山本

村獺

加林

谷川

吉田

中川

山本

石川

谷本

二男

泰志

禎之

昌明

忠男

弘之

泰造

貞和

孝彰

善明

嘉泰

圭治

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

元
２
３
５
６
７
８
１
２
３
４
５
６
８
９
０
１
２
３
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平

昭和32年

昭和39年

昭和40年

昭和41年

昭和48年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

垂
早
垂
早

ｳ止巨二
1口一

栄助

豊

英男

和幸
も主
｛目
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バドミントンと私

徳島県バドミントン協会顧問新見泰志
ノ

昭和27年であったと思うが、徳島市の社会教育課に大西主事がいらして、振興

スポーツとしてバドミントンを紹介された。めずらしいのでそれに参加したのが

バドミントンとつながりを持ったきっかけとなった。

昭和29年に助任小学校に転勤したところ、徳島市では最初に体育館が建てられ

た。勤務している者にとっては、健康の為にスポーツをするには夜間しか出来な

いが、バドミントンは夜間出来るスポーツなのでこれは良いことと思い、ルール

ブックを読んで勉強し、 コートを作製した。裁判所の方々がいち早くバドミント

ンを取り入れていた。助任小学校に裁判所や阿波銀行の人達が夜集まってきた。これは、運動場や体

育館を住民に開放するような規約が出来たからである。

「国体予選があるので出場しませんか｡」と言われたので出場した。当時は3位までが国民体育大

会に出場できるようなシステムになっていた。何度か国民体育大会に出場しているうちに、技術も年

齢とともに低下していった。その時「ぜひ監督をやっていただけませんか｡」と声がかかり、引き受

けることとなった。その後は大部分が監督としての出場し、国体出場が10回を過ぎてしまった。

昭和45年11月1日、当時の全国バドミントン協会長の本田弘敏氏により、功労者として全国表彰し

ていただいた。これは、役員及び選手の方々の後押しがあったことと感謝している。 また、忘れては

ならないのは会長を辞任した後、 どうしたらよいか悩んでいた時、近くにおいでた県会議員をされて

いた内藤健氏に会長をお願いすることを考え自宅へお伺いし、県バドミントン協会の会長職をお願い
したところ、引き受けてくださったことである。

それと、八万中学校の体育館が出来たことで、バドミントンの大会を多く開催した。内藤会長にも
参加して頂き、 またそれがきっかけで八万中学校でバドミントン大会を数多くするようになった。
八万中学校が実力を出すようになったのは、大会も多く持つようになった為である。

』
ゲ
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シャトルと出合い60年

徳島県バドミントン協会参与吉田泰造
L

徳島県バドミントン協会設立60周年を心からお慶び申し上げます。

私のバドミントンとの出合いは(1955)昭和30年でした。

当時、阿波商業銀行に勤務しており、当時の銀行仲間の越後、西野、新居、篠

原、山田等にてバドミントン部をスタート、 しかし、バドミントンの知識は浅く

試行錯誤しながらゼロからのスタートでした。

その頃、徳島県においてはバドミントンの愛好者は徳島市内で数名でした。（

ドミントンの知識を広めるために県内各地を廻り講習会を開催して底辺の拡大に

努めバドミントン愛好者を育ててまいりました。

昭和30年代半ばには、各小、中学校に体育館が建設されはじめました。でもその頃の体育館にはポー

ルもコートラインもない状態でした。手作りの支柱で白墨でコートを引き練習やケームに使用したも

のです。

（1956）昭和31年、実業団連盟が発足し連盟には当時、徳島地方裁判所、貯金局、 日本専売公社池

田、徳島市役所、阿南市役所、 日本資糧工業㈱、徳島大学事務局、 日本電信電話公社徳島、阿波商業

銀行のチームが実業団大会に参加しておりました。

当時は、 ラケットが木製で強くガットを張ると反り曲がりゆがむので、 ラケットのヘッド部を両面

からプレスして挟み、固定して試合や練習に持歩いていました。

又、四国大会、全国大会出場の折には、プレスしたラケットを持ち、当時は自家用車も少なく、新

幹線もなく各駅停車の汽車での移動で、 ラケットが重く感じられましたことも今なお懐かしい思い出

です。

その後(1974)昭和49年より県バドミントン協会常任理事として協会運営にも関わって来ました。

会計を20年間、副理事長を15年間努め平成6年参与就任、その間(1978)昭和53年10月第8回世界女

子バドミントン選手権大会（ユーバ杯）出場の日本代表選手を招待。湯木博恵、近藤小織、植野恵美

子、米倉よし子4名の選手を招待し、徳島市立体育館において模範演技を披露され、感銘を受けまし

た。

県協会においてはその後、 日本リーグ徳島大会の開催、第17回全日本ジュニア選手権大会の開催、

第36回全国中学校バドミントン大会の開催等、徳島市において全国大会を開催する迄に発展してまい

りました。

尚、現在は徳島県小学生連盟加入の小学生クラブ、助任ジュニア、内町ジュニアの指導、育成に平

成7年より活動しております。現在は全国的に小学生のバドミントンの技術も身体の向上と共にレベ

ルアップが著しいものがあります。

私の競技記録には13年前になりますが平成12年11月徳島県開催の第17回全国シニア選手権大会にお

いて、 65才以上男子(単）5位でした（当時67才)｡

終りに今後とも徳島県バドミントン協会および各諸団体の役員選手の皆様の健康と益々の発展、ご

活躍を心からお祈り致します。

グ

ョ

受賞

昭和56年5月9 11

平成25年2〃241 1

平成26年3月1日

徳島市体育協会体育功労賞

l l本スポーツ少年IJ150周年記念事業功労賞

徳島県バドミントン協会特別功労賞

(1981)

(2013)

(2014)
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小学生の活動状況最近の記録

若葉カップ全国大会出場の足跡開催地京都府長岡京市

平成16年8月第20回大会

助任ジユニア選手（9名） 山本杏子、國安涼可、山本桜子、有井奈々彩、岡野詩央

田岡千波、小川文子、尾崎由美、金澤加奈

平成17年8月第21回大会

助任ジュニア選手（10名） 國安涼可、山本桜子、田岡千波、岡野詩央、有井奈々彩

尾崎由美、悦田まゆこ、久田佳奈、金澤加奈、桑原未彩

平成19年8月第23回大会

助任ジュニア選手（8名） 金澤加奈、桑原未彩、武田佳奈、尾崎真美、上平怜奈

貴虎世奈、亀島珠美、植田菜月

平成20年8月第24回大会

内町ジュニア選手（10名） 森 隆子、露口有香、庄司佳奈、佐野絵理奈、谷崎文香

多田早希、岸菜々海、村岡宝音、四宮菜帆、岡田彩衣

く助任ジユニア部員名簿＞

亀島珠美、植田菜月、猪井美沙、森上紗衣、柳本瑞季、春本ゆき、田辺梨子
前田海成、猪井翔吾、植田真以、斉賀美紀、雑賀稔弥、吉岡壮馬、春本桂佑
く内町ジュニア部員名簿＞

岸菜々海、多田早希、村岡宝音、四宮菜帆、岡田彩衣、蔵本理沙子、横田百香
平成25年8月第29回大会

助任ジュニア(男子)選手(8名）吉岡壮馬、雑賀稔弥、中塩佑哉、松原佳慧、佃 康平
田辺陸人、蛯原健心、川原光騎

終わりに、今後とも徳島県バドミ

展ご活躍を心からお祈り致します。

選手の皆様の健康と益々の発ントン協会および各諸団体の役員、

●
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私のバドミントン今昔一昔日の思い出と最近感じること－ 、

鳴門市バドミントン協会副会長牛川 務

■

L ノ

私がバドミントンを知ったのは、昭和40年代初め頃、ちょうど大学受験前の時

期である。勉強の合間の息抜きに遊び感覚で始めたのがきっかけで、そのおもし

ろさに完全にはまり、大学入学（県外） と同時に即バドミントン部入部となった。

今の軽くて変形しないラケットに比べ、当時のラケットは木製でしかも130グ

ラム前後の重さであった。フレームのねじれを防ぐ、ため、使わないときは（その

名前は忘れたが）台形の木枠でフレーム部をネジ止め固定保護していた。上級生

はラケットを2～3本重ねて保持できるものを使っており、今思うと可笑しいが

新入生はそれに憧れた。ガットも自分で手張りせねばならず、先輩から張り方をオ新入生はそれに憧れた。ガットも自分で手張りせねばならず、先輩から張り方を教わりテンションも

感覚で調整していた。

大学入学後1年間はちょうど体育館の新築工事のため、練習は屋外での素振り、 フットワーク、 ラ

ンニング等が主体で、週1回の公立体育館を借りてシャトルを打てる練習が楽しみであった。そんな

わけで、新体育館完成後は水を得た魚の如く、勉学よりもラケットを握る時間が長かったように思う。

練習後、下宿に帰るとバタンキュウーの状態でたちまち寝入ってしまう。しかし、 2時間もすれば部

員仲間がそろって押しかけて来て、今度は朝方まで麻雀で戦うことになる。毎日の練習、大会前の強

化練習、長期休暇時の合宿、 1日10試合もこなした大会等、 ‘‘ようやったなあ，，で苦しく、かつ楽し

い思い出である。結局、 4年では遊び足りず、 また2年間大学に残った。

卒業後、鳴門市内で生活をするようになり、今度は楽しいバドミントンを続けようと社会人クラブ

を探したが、当時鳴門市内には、バドミントンが競技スポーツであることすら知っている人が少なく、

唯一市役所クラブが民間メンバーも含め10数名で活動しているような状態であった。これが運命か、

選択の余地はなかったのである。

（以後の活動は本誌の鳴門市協会での活動記録にお任せする）

現在は指導的立場でバドミントンに係わっているが、約45年のバドミントン人生を振り返ると、用

具の変遷、それに伴う練習方法の変化、根性論に替わる科学的な体力強化方法の導入など、他の競技

も同様と思うが、競技力の向上や事故防止のために常に最新の効果的な練習方法が求められるように

なった。ルールもしかりであるが、旧ルールでの経験が長いほど、現ルールへの指導対応（特に作戦

面）への切替えに時間を要する。また最近は70グラム台ラケットの出現などで、用具の近代化に伴う

練習方法の改良等、指導者にも最善の指導方法が要求されていると思う。 しかし全てに新しいものが

一番とは思わない。競技歴の短い人は理解できないと思うが、平成18年のラリーポイント制への変更

で、膝を壊したことも重なり、プレーから遠ざかってしまった。
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徳島県バドミントン協会会長 西野昌明

徳島県バドミントン協会創立60周年、おめでとうございます。

昭和30年県バドミントン協会が発足、その時私は選手兼県協会常任理事、二足のわらじをはき、以

来今迄バドミントンー筋気がつけば60年にもなります。協会設立に多少なりとも関わった一人として

は感慨無量です。長い間御指導いただいたり、大変お世話になった方々に心よりお礼申し上げます。

昭和30年、この時代は輸出の好調に支えられ「もはや“戦後”ではない今後の成長は近代化によって

支えられる」と云われた時代で有史以来の好況という意味を込めて「神武景気」と呼ばれこれは昭和

29年12月から昭和32年6月まで31ヶ月続きました。

●練習場所探し

さて選手として一番困った事は練習場所探しでした。助任小学校の新見泰志先生に無理を云って

土・日と毎週の様に体育館を使用させていただきました。

其の後城北高校の体育館（木造で天井の低いもの）へ朝6時から1時間半出勤前の練習場所に使わ

せてもらったり （一般にはオートバイも買えない時代なので5時起き、 自転車で体育館へ)。やがて

中体連が出来八万中学校に二代目藤本孝彰先生が赴任、土・日には半分は中学生の指導と云った形で

お世話になりました。藤本先生は、シャトルもラケットも仲々買えない時代でシャトルを又ラケット

を忘れて帰る様半強制的に脅され？良く忘れて帰ったものです。其の他、藤本先生は富田中学校へ転
勤の辞令が出るやただちに、 まだ赴任もしていない中学校体育館のライン引きをしたり、管理職にな

っても中体連専門部長を務めたり、そして副会長職の現在に至っても大きな相談事には気持ち良く応
じてくれたりとお世話になっている。

其の他、城東中学校、徳島中学校、川内中学校、小松島中学校は練習場所として良く利用させて貰
いました。

●県協会常任理事私の仕事は…

大会の都度人より1時間前に会場入り、 コートのない体育館にチョークでライン引き手製のポール

持参でコート作り。大会が終れば会場の後始末。勿論大会の収支事務もやりました。
やがて協会の金不足への対応、当時20才～25才の私達阿波銀行のメンバーだけで中小企業をまわり
広告集めをしたり、その上会計を担当していたのでメーカーから直接シャトルを仕入れ販売で利益を
作りました。

●仁木先生のこと

昭和29年私がはじめて出場した大会に仁木先生率いる日和佐高校生と対戦以来何かとお世話になり
ました。平成になってはコーチをしている徳島中学生と共に日和佐高校生の合宿に何回も呼んでいた
だき力をつけることが出来ました。

日和佐高校が全国大会に出場するたびに新しい練習方法を持ち帰り、周辺校や県協会指導者に教え
ていました。昭和41年「フットワークと云う練習方法を習った、大変良い練習方法なので是非日和佐
に来て欲しい」との電話があり日和佐迄汽車で行ったことも懐かしい思い出である。
●東四国国体について

6年前から少年少女予備軍の小・中学生の強化に専念しました。徳島中学生をベースに校区内の内
町小学校にも足を運びました。四国No.1香川県チームの胸を借り又香川．岡山と遠征も重ねるうち
に香川県と互角に戦える様になり平成3年・ 4年と全国中学生大会に団体戦．個人戦に出場5年には
個人戦出場と全国大会常連校となりました。この時のメンバーは宮本真希、坂本美幸、石井愛子、堤
あずさ、岡本綾子、赤岩幸子等で全員高校バドミントン指定校の城東高校へ送り出しました。この時

アドバイザーコーチとしてヨネックスの栂野尾昌一氏にお願いもしました。又県外遠征時には会社勤

●
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めで動けないため吉田泰造氏（阿波銀行、現在小学生連盟副会長）に代行をお願いしていました。中

学生の強化殆んど私一人でやっていたので男子にまで手がまわらず何も出来なかった事申し訳なく思

っています。

次いで成年男・女についてはどうしても強力なメンバーが必要で日体大、 日大へ選手のお願いに行

き深瀬潤二（日体大一現ウルスラ学院英智高校)。高校へは当時日本一の四条畷学園高校の片岡監督

の所へ足を運び三ツ川貴子、少し後になって長lll奇由香（日体大一現城東高）各氏の来徳が決定し地元

の選手と併せて強力なチームが出来ました。

戦力的には相当なものであったが東四国国体と云いながら、開催地は香川県、対戦相手も厳しくい

づれも初戦敗退残念な結果にとなりましたが、一生懸命やった事でありこの努力が後々に大きな財産

として残り満足しております。

●昔の国体風景

成年男子の部は当初四国予選が無かった為に、

大した力もない私が国体10回出場することが出

来ました。当時開催地が遠方の場合は四国四県

の選手が全員同じ列車で何輔も連ねて国体列車

として参加していました。秋田県の時は2昼夜

48時間もかけて到着でした。列車を使う時私達

のグループ°はいつも、むしろと二枚の板持参で

す。むしろは座席の下に敷き夜に2人が座席の

下にはいって寝る、板は腰を掛ける座席に橋渡

しをしてその上に2人が寝ていました。色々な

工夫で面白い思い出です。当時は国体選手と云

う事で職場の上司や同僚が日の丸の旗に寄せ書

きして徳島駅で万歳万歳と見送ってくれたり、

到着した会場では地域をあげた歓迎で市中行進

をしたりと最近とはかなり様子が違います。

F

--一一邑 ､一］Ⅷ

｜ ,ー’W'-
『塀~､｜

司

濁宅’
、湖

L

i 、i ‐h
一

号
一 ■

＃、
ユ

■ 9‘ ‘‐一

全国中学校バドミントン大会で二冠を制して
平成18年8月17日から20日までの間、徳島市立体育館で第36回全国中学校バドミントン大会が開催

され、念願の女子団体優勝、女子シングルス優勝（松友美佐紀)、そして女子ダブルスベスト8 （神

原靖奈、水口愛梨） という快挙を成し遂げる事が出来ました。地元開催での優勝は26年前熊本県開催

の時、熊本信愛女学院中学校以来の事です。

【何故勝てたか】

人材と環境に恵まれました。ここ5年間で団体準優勝311 11、第3位1回、ベスト8 1 11 !|、個人シ

ングルスでは平成15年に大阪あやが優勝しておりました。

下地は充分出来ていましたが、あと一歩の詰めがll-<、 もやもやしていたのですが、 スーパー選手

松友美佐紀ほか、 レベルの高い選手が揃いました。 もう一つは熱心な大阪先碓がおられた事です。専

門はバレーですが勝負に対する執念、選手の| |常生活指導や勉強、礼儀作法等厳しく、 また女性らし

く細やかな指導振りを｜ |の当たりにし、私自身多くのことを学ばせて跣いました。体育館のﾉjも週-

l lの休養l lを除き毎Ⅱ練習が出来、学校あげての応援があし)ました。地元開催も大きく味方したと思

います。
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【苦労したこと】

選手を本当にその気にさせる事です。教える方に選手以上の熱意がなければついてきません。また、

身体の成長途上の子供ですから、怪我対策に毎年苦しんでおります。平成17年の全日本ジュニア女子

新人の部で優勝を含めベスト8に3名入った時には、全国優勝に向けての確かな手応えがありました

が、全中開催年の7月の県大会予選1週間前になっても、故障から練習の出来ない主力選手がおりま

した。この期間、レギュラー全員が何らかの故障を起こして、最後になって私の調整ミスかと大きな

プレッシャーを感じておりました。

【私の取り組んで来た事】

県外に一歩出ると、小学生から社会人まであまりにも低レベル。何年経っても一向にレベルが上が

らない徳島県バドミントン。ジュニア層の強化の必要性は充分認識していました。中・高校の教員に

やってやるといった人があまり見当たらない。県協会のメンバーも時折話題にするが誰も動かない。

大きな危機感を持ち、①私は地元の徳島中学校へ押しかけコーチとして入り、気がつけば優勝までに

25年もかかりました。徳島中学校のコーチスタートは46歳、県協会副理事長の私でした。②先ず最初

当時全国中学校体育大会女子団体で三連覇の香川第一中学校、新建二先生の所に何回も何回も通い指

導を仰いで、其の後も玉藻中学校木太中学校と香川県の力を借り少しずつ力をつけていった。③週2
日の夜間練習． ． ・ ・ ・69歳まで民間会社に勤務していたため、土曜・日曜・祝祭日だけの練習では
成果が出ないと考え、月曜．水曜の夜間練習を実施しました。今年で徳島中学校のコーチ34年にもな
りますが、この間、仕事で都合の悪い日を除きほぼ100%無欠勤です。④校区内の助任小学校と内町
小学校に、経験豊富な吉田泰造氏をコーチとしてお願いした事も大きな成果です。
【終わりに】

私は、ボランティアで部活動を手伝っているという気持ちは少しもありません。ただこの子供達を
大きな舞台（全国大会）に連れて行き、思い切り演技・試合をさせたい一心で今日まで取り組んでき
ました。ここ数年は、素晴らしい中学生達が私を大きな舞台に連れて行ってくれるようになり、感謝
の毎日です。

競技人口の少ない県です。大きな目標を作り、何とかやってやろうと云った教員の指導者もあまり
いない現状ですが、小学生の熱心な指導者が出てくるようになりました。小・中．高の流れを作り、
競技力の向上に努めたく思っております。

23



徳島県バドミントン協会60周年I記念誌

－~~
第48回国民体育大会が東四国国体として香川県との共同開催が内定後､県体育協会からの要請による最

初の取り組みが､補強の効かない少年選手の育成でした｡すでに県内でも小学生大会が開催されており､徳島

市内や那賀郡内にはジュニア(小学生)チームが結成され活動していましたが､若葉カップ以外に全国大会が

開催されていなかったことや指導者不足等から低レベルでした。

国体開催決定後には､成年選手の補強や組み合わせに影響力のある中央競技団体とのパイプ作りが要望さ

れました｡さらに競技力の向上を絡めてアドバイザーコーチの選任が行われ､本県は当時日本代表の女子監

督･コーチを務めていた栂野尾昌一氏(ヨネックス)に就任を依頼し快諾を得ました。

また､平成元年には経済界から西谷功会長､久岡副会長を迎え､資金面でのご協力をいただきました｡特に

西谷会長には16年の永きにわたりご指導をいただきました。

強化練習は､役員から要望あり練習会場を確保しましたが出席者が私と増金氏の外選手が0～2名の参

加状況でスタートしました｡翌年から徳島中学校に会場を移転しましたが会場に来るのは監督､コーチが大半と

いう状況が続きました｡現状を打破し強化を軌道に乗せたい一心から､平成元年4月9日（日）徳島市立体育
ぐ一じぐ－みん ちぇ人びん

館にヤマハバドミントンチーム(飯野監督､元世界チャンピオン睾家明選手､銭拝選手)を招聰し､当時大学生で

あった神野安朗選手(富岡東高一日本大学)･高橋英治選手(日本大学)ペア､県内社会人の福家秋男選手

(エイワ)､玉田耕司選手(徳島クラブ)とのエキジビションマッチを開催しました｡この後､神野選手が帰県したこ

とから強化事業が順調に進行するようになりました。

強化事業の柱は夜間練習と県外遠征で､そのほかに現在も継続しているお盆の強化練習､国体後休止した

徳島オープン(鳴門オープンと併設)を開催していました｡夜間練習は全種別合同で徳島中学校と小松島高校

で毎週3日間､遠征は成年男子が月1回程度､直前になって有望選手を獲得した成年女子は国体直前は毎

週のように実業団チームの練習に参加していました。

東四国大会では香川県を除く3県での予選となるため､少年男女､成年男女の4種別の全種目出場と天皇

杯得点の獲得を2大目標に掲げて強化事業に取り組んで参りました｡少年男子は各県代表､成年男女は選手

補強が成功していたため安全圏でしたが少年女子は直前になっても予選突破が困難な状況でした｡このため、

少年女子の堤選手には厳しく指導するとともに予選突破のためコート配置を工夫いたしました。

四国予選当日は戦前の予想通り､成年2種別は早々とブロック代表権を獲得しましたが､少年女子は初戦敗

退し絶体絶命の危機の中､最終戦の結果次第で予選突破の可能性が残りました｡この厳しい状況の下､堤選

手が獅子奮迅の活躍で逆転勝利を収めたことに感服しました。

本大会では､成年2種別に入賞の期待がかかりましたが､ともに組み合わせにも恵まれず大激戦の末敗れ、

念願の天皇杯得点の獲得は適いませんでした。

最後に､東四国大会まで永年にわたり強化を担当された役員､選手､保護者並びに関係各位の皆様のご労

苦に感謝いたしますとともに､今も一丸となって"挑戦"しておりますことをご報告いたします。

●東四国国体役員

強化部長 今出幸男（兼：国体審判）

強化事務担当者 牛川 務

総監督 増金秀行

アドバイザーコーチ 栂野尾昌一（ヨネックス）

●東四国国体選手団

尾ﾅ1多 ｜塗､1塁

’坂本美幸
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第 I48回国民体育大会四国地区大会(バドミントン競技） －

期日：平成5年8月29日（日）午前9時～ 会場：鳴門県民体育館第2競技場

●成年女子（リーグ戦）●成年男子（リーグ戦）

’

＊徳島県が出場

●少年女子（リーグ戦）

＊徳島県が出場

徳島県愛媛県 高知県 勝数 取得ﾏｯﾁ率 順位
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＊徳島県が出場

注)国体は香川県坂出市で開催のため､香川県を除く3県で実
施

ｒ
Ｌ I第48回国民体育大会

期日：平成5年10月25日～28日 会場：香川県坂出市
●成年男子（1回戦）
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ゼロからのスタート

元阿波農業高等学校バドミントン部顧問大野利春

昭和52年、新任の勝浦園芸（現勝浦高校）ではバドミントンは体育館の都合で

活動できず、女子ソフトテニス部の顧問として活動していた。昭和54年、三高校

による親善バトミントン大会があった。私がバドミントンを少々やっているとい

うことがわかり、勧めもあり国体の予選に出場し、優勝。その結果4位の平岡先

生が監督、四宮先生、福岡先生と私の4名が宮lll奇国体に参加することになった。

これが教員最後の大会ということで47都道府県から参加した。

昭和57年、三好農林（現三好高校）に赴任し、 1年目にバドミントン （同好会

として発足） と女子バレー部の顧問を掛け持ちした。バレー部とバドミントン同好会の間で葛藤して

いたのを覚えている。 2年目にはバドミントンだけの指導となった。普通に練習をしていたにもかか

わらず、 7名いた部員も平岡一人になった。平岡相手の早朝練習は体育館が2階にあり、 シヤトルの

音が反響してとても寒々しいものであった。彼は中学校はバレー部の補欠で動作も遅く、なににつけ

ても不器用だったが素直な性格で頑張り屋でした｡ 3年最後の総体であと一点で負けるという状況で、

平岡が打ったヘアピンがネット上で一瞬止まって見えたが、そっと相手のコートに入っていった。逆

に、次のラリーで相手の打ったヘアピンがネット上で一瞬迷った様に見えたが、結局自分のコートに

ぽとりと落ちていった。後は連続ポイントで勝利した。思った通り1回戦が山で2回戦、 3回戦を勝

ちぬき4回戦は浜松弟に破れはしたものの5点とることができた。当時はサービス権の移動があった

ために点を取ることは大変であった。三好農林の3年間の活動が実り4年目には部活動に昇格した。

昭和61年、阿北高校に赴任すると同時に男子バドミントン部が発足（体育館も部費もあり） し、部

員も8名に。 ところが素振りの練習を始めたら次々とやめていって、 フットワークをする頃には一人

になっていた。その岡本が2年に進級し、岡本相手に練習をしていると、隣で女子バレー部に混じっ

て2名の男子が練習していた。声をかけると、女子バレー部の練習が終わる6時<、らいから、バドミ

ントンの練習に来るようになった。初めて夏休みの合宿を部員3名でやることになった。夏休みが終

わって宮島が正式にバドミントン部に入部、藤本は男子バレー部を作りたいということで頑張ってい

た。結局、藤本も10月には男子バレー部をあきらめてバドミントン部に入ってきた。練習は基本的な

ことを中心にこなした後で、 811寺くらいまでみっちりと行うため着実に実力が付いてきて、対外練習

や各種大会にも積極的に連れて行った。

平成元年、 3年の国体予選で藤本、宮島とも森野（市立）には敗れたものの別宮（市立）には勝っ

て、二人とも北海道で開催された「はまなす国体」に出場した。私は監督として初めて北海道の土を

踏んだ。兵庫県が相手で練習を見る限り徳島県の方が基本の打ち方もきれいし、 こちらの方に分があ

るように見えたのだが、相手の方が粘り強く負けてしまった。また、 ダブルスの試合がこちらのプッ

トフォールトで終わったのは恥ずかしい思いをした。シングルスの試合も最後まで足が地にが付いて

いないという感じだった。

平成4年、県総体で井上がシングルスで優勝し、宮lll奇インターハイに出場。勿論阿北高校始まって

以来の快挙であった。井上は中学時代はソフトテニス部の選手でしたが、脚力には定評があり、郡|隼

では走りIIIM跳びで3位になったこともあったそうである。

平成5年、高校総体で栗栖。上野組が準優勝し栃木インターハイに出場。また、その年の481'<|体で

は成年男女。少年女子がIILI国の予選を突破、少年男子は栗栖とI野が県予選を突破し県単位ll1場。私

は部員を引き連れて坂出の会場まで応援に出かけた。成年男女・少年男女の全種||で川場ということ

で、徳島県バドミントン協会の面Ⅱ躍如といったところで本当に媚し<思った。

、'た成6年、三好高校に再赴任。バドミントン部は3年ﾉ'2の女f-部員だけで柄動していて、 まさにii'i
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減の危機に瀕していた。翌年積極的に1年生に働きかけ7名の男子部員が集まってきた。部員たちは

素直で熱心に練習に取り組み着実に実力をつけていった。

平成9年、阿波農に再赴任した後も、 3年生になった三好高校の向井は藤本先輩を慕って三好から

電車に揺られ鴨島まで来て何度も練習を見てもらうなど、努力をしたことが報われて大阪国体に出場

することができた。ちなみに、向井はけん玉が得意と話していた。

平成12年、私は徳大薬学部に1年間の長期研修に出ていて、学校に復帰すると部員はゼロになって

いた。しかし、シャトルは買いだめしてくれていた。初めは3万ぐらいだった部費も20万ぐらいにな

っていたのでそのシャトルの多さにびっくりした。

平成14年、阿北・阿波農を通じて初めて、バドミントン経験者を迎え入れた。といっても少しやっ

ていたく、らいで、ラケットを背中に通学してくる姿が新鮮であった。しかし、 3年生の総体で山本は

総体直前の合宿で激しく足を痛め、 ドクターストップがかかった状態で4回戦まで進んだ。 4回戦で

は準優勝した選手に立ち向かっていったが、私としては早く試合が終わってくれと祈っていた。
平成19年、久しぶりにやる気のある7名が入ってきた。そのうち笹川とそのパートナーは、上背、

スマツシユの速さ、フットワークの軽快さと飲み込みの早さと、どれをとっても将来を期待させた。

しかし、そのパートナーは1年の途中で退部した。笹川は2年の総体は順調に4回戦まで進んだが新
人戦の前で退部。そして、 3年の総体前に復帰とかき回された。最後のチャンスと思って指導してい
たが、がっかりであった。現在、阿波農と鴨島商業の合併により活動の場所を吉野川高校に移してO
Bの指導の下頑張っている。

48国体の前、指導者養成のために全日本選手権シングルスで8回の優勝を誇る小島一平さんを徳島
県に招いて実技講習をしていただいたときに、一平さんはバドミントンには竹のようにしなやかな体
が大切であり、 より早く、 より高く、 より前で打つことがバドミントンの鉄則である。と言っていた
が、私はそれに、 より正確にという言葉を付け加えたいと思っている。
現在は高校生も昔と違って実力がついてきて、社会人相手に互角または互角以上の試合が出来るよ
うになってきた。これも徳島県バドミントンの競技力向上に向けての取り組みの成果と思う。徳島県
バドミントン協会の益々の御発展を祈念致します。

一
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ロ徳島県バド ントン協会60周年によせて～中体連専門部より～ 。

八万中学校伊藤浩二

、
、
『

に ノ

徳島県バドミントン協会60周年おめでとうございます。私が県バドミントン協

会の一員となったのは、平成7年に川内中学校の藤本校長先生からお話をいただ

いて転勤し、県中学校体育連盟の専門部長を引き受けたのがきっかけでした。そ

の後19年間協会に関わってきました。60年の中では3分の1ほどですが、思い出

しながら書いていこうと思います。

川内中学校に赴任する前は9年間卓球部やソフトテニス部の顧問をしており、

自分自身も定期的に練習することもなく、バドミントンから遠ざかっていました。

ソフトテニス部の方は四国大会や全国大会にも出場できるようになり、たくさん‘ソフトテニス部の方は四国大会や全国大会にも出場できるようになり、たくさんの先生にもお世話に

なって「このままソフトテニスを続けようか」とも考えていました。しかし、年齢的にも30代も半ば

になり 「生徒と一緒にできるのは今しかない」と思いバドミントンに戻ったのでした。

驚いたのは、専門部長の引き継ぎで渡されたのが10枚の審判ボードで、文書などは全くありません

でした。お手伝いいただける顧問はいますが、専門部の決まったスタッフはなく、県バドミントン協

会にお世話になっているという状態でした。中学校の大会は、西野会長（当時理事長）が徳島中学校

の生徒と運営していたと記憶しています。最初の1年間は、川内中学校の部活動顧問がファイルして

いた案内や要項をもとに、総体のシード案の規約など、新しく多くの文書をつくったように思います。

私は、 6年間専門部長をして生田先生（当時羽ノ浦中）に引き継ぎました。その間に、藍住や那賀

奥などジュニアが盛んに活動していた地域の中学校に新しくバドミントン部ができ、県総体の参加校

が女子で12校（団体） くらいから16校くらいに増えました。男子についても少ないながらも徐々に学

校数が増えました。その後、生徒数の減少により中学校で新しい部ができにくい状況となっており頭

打ちであったのが、近年、鳴門や北島、板野など新チームが生まれたのは、県協会やジュニア指導者

の努力によるものだと思います。現在八万中学校に勤務していますが、生徒数の減少は教員数の減少

や各部活動の部員数の減少を招いています。その中で新しい部をつくるということは、練習場所や予

算の配分など乗り越えなくてはならない問題も山積しています。また、部員が少なくなったからとい

ってすぐ、に廃部にできるものではありません。現在県内ではチーム競技で選手数が足りず、合同チー

ムが次々と生まれています。それぞれの競技が生き残りをかけて競い合っている状況だといえます。

私は専門部長になって、選手強化のために度々徳島中学校へお邪魔するようになりました。県内で

は徳島中学校が圧倒的な強さを誇っていましたが、四国大会では香川、愛媛の壁が厚く悔しい思いを

していました。そんな時、ジュニアが盛んで新しく部ができた相生中学校に赴任する話があり、時間

はかかりましたが3年間お世話になることになりました。ジュニア経験者を指導することが初めてだ

ったので、平野スポーツ少年団の中澤さんをはじめいろいろな方にお世話になり、指導法など大変勉

強をさせていただきました。 また、 これまで考えていたことなども実際に試すことができ、私にとっ

てはとても有意義な時期だったと思います。相生中学2年目に県中体連専門部長は交代しましたが、

副専門部長として協会には引き続き残り今日に至っています。相生中学校の3年間では、井村・大谷

組、舛田．松本組、井上。小川組とダブルスで県総体3連覇するとともに、高校生を制して全Ⅱ本ジ

ユニアにも出場したことが心に残っています。また、徳島中学校、藍住東中学校などと県内で競い合

う状況が生まれたことは徳島県のレベルアップに少しは貢献できたのではないかと思っています。た

だ、地域的な問題もあり育てた選手が県外の高校に進学したことは残念でした。

次の富川中学校では男子の顧問をさせてもらいました。女子は徳島中学校が全国レベルを維持して

おり、ジュニアでも藍住エンジェルが全国で大活躍していました。それに比べ男子は選手数も少なく、

レベルも低い状態で、男子のレベルアップと初心者の指導を｢1分なりの||標にしていました｡"lll 1 | '
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学校を中心にして度々合同練習や「初心者をどう指導するか」をテーマにして指導者講習会を開催し

てきました。個人的には「初心者が2年生の終わりには経験者に勝てるように」と思いやっていまし

たが、 さあこれからという時にはもう3年の夏という状態でした。卒業生は高校でがんばってくれて

いるのでうれしいのですが、初心者で中学校の四国大会で活躍できる選手を育てるというのはなかな

か難しいと実感しました。 6年間自分なりに努力したつもりですが、他校の選手でも少なくとも週に

l～2回は指導できないとレベルアップさせることはできないように思います。やはり指導者を育て

ることが大切なのだと痛感しています。

この頃に徳島県で全日本ジュニアや全中を開催し、徳島中学校が大活躍しました。少ない人数での

大会運営には苦労しましたが、中体連専門部の組織は充実したと思います。

その後の3年間は、三好市の山城小学校に勤務となり、 日常的に生徒を指導することがなくなって

しまい、寂しい思いをしています。また、母校の八万中学校にお世話になってからも、バドミントン

部の顧問という立場ではないので、これまでとは違ったサポートの仕方を考えていく必要があると思

っています。

現在の中体連専門部は、私が専門部長になった頃と比べ、大阪先生を中心に組織も安定し、大会運

営もスムーズになったと思います。ただ、どの競技にもいえることですが、中心となって活動してい

ただいている先生のほとんどがベテランで、若い力にどう引き継いでいくのかが大きな課題となって

います。学校の先生の年齢構成がそうなっているのですから当たり前なのですが、 このままいくと5

～10年後には大変な事態となってしまいます。若い指導者の育成が急務といえます。私はバドミント

ンの他に卓球やソフトテニスの顧問も経験してきました。その中で思ったのは、バドミントン競技は

ショットの種類が多く、技術的に指導すべきことが圧倒的に多いということです。 もちろんどの競技
も突き詰めていけばさらに深いのでしょうが、初めの入りやすさに比べ一応の形ができるまでに必要

なことがたくさんあるように思います。競技経験のない顧問が、初心者をどう指導したらいいのか悩

むのは当然といえます。また逆に競技経験があれば指導できるかというと、そうでもないというとこ
ろがあります。競技経験は1つ1つの技術指導の場面ではないよりはあった方がいいですが、生徒を

長期的な観点で育成し部活動を発展させていくためには、 「自分が打てる」ということがマイナスに

働くこともあるように思います。教師になってすぐの私自身がそうだったように思います。 9年間別

の競技を経験して、指導者としての自覚や謙虚に学ぶ大切さを知ることができました。競技はできて
も指導者として一人前になるための道は長いです。

中学校の部活動顧問として、 また、中体連専門部長として県バドミントン協会にお世話になったわ

けですが､中学校部活動の発展は県協会の多年にわたるご支援ご指導によると感謝しています。私は
教員ですから仕事の一部としてバドミントンに携わっていますが、協会の多くの方々はボランティア
で熱心に中学生の指導やバドミントンの発展のために努力してくださっています。顧問の先生や中学

生には感謝の気持ちを持って精一杯活動して欲しいと願っています。

ひ
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あの日の感動を忘れない
｜
ノ

富田中学校教諭大阪真智子
L

「やっと、できた！ 」平成18年8月19日、徳島市立体育館が張り裂けんばかり

の声援や拍手の中、選手たちと肩を抱き合い共に喜んだ、あの日の感動は一生忘

れることはない。第36回全国中学校バドミントン大会団体優勝を果たした瞬間で

あった。

私が徳島中学校に赴任し、バドミントン部の顧問になったのは、平成9年4月

のことだった。未経験から顧問を引き受けることに思案していると、 「コーチが

指導してくれるからo o ･ O」との言葉から気軽に引き受けてしまった。引き受

声
《

匿

可

時
●

一
心

けたものの、当時、県中体連の新体操専門部長として、新体操の全国大会やインターハイの審判など

に追われ、なかなか顧問として責任を果たすことができなかった。

しかし、平成13年春、大阪あや（娘）が徳島中学校に入学し、バドミントン部に入部してきた。 と

いうより入部させたと言った方が正解である。それまで有望な選手が揃っていたものの、なかなか全

国大会に出場できなかったチームが、娘と娘の同級生たちで一気に活気付いた。娘がいた3年間、娘

の存在が足の重い先輩たちに刺激を与え、同級生や後輩を引っ張っていった。それが少しずつ積み重

なって、 3年連続全国大会団体準優勝をはじめ、単個人優勝、複個人第5位という素晴らしい結果に

繋がったと思う。母親としては、 こんなことを記述するのはとてもおこがましいことではあるが、娘

なくしては語れないことである。仕事場に娘がいるということは、すべてが管理できてプラスの面も

あるが、なかなかやり辛いこともあった。娘自身も心の中でいろいろ葛藤していたようだ。

29年前からずっと徳島中学校バドミントン部に指導に来てくださっている西野昌明氏(県協会会長)、

小学校からずっと指導してくださっている吉田泰造氏（内町小・助任小ジュニアチーム監督）のお陰

で、徳島中学校バドミントン部は全国に名を燕かせることができたのである。お二人は暑い日も寒い

日も必ず体育館へ足を運んで<ださり、休日はもちろん、 月．水曜日は午後7時から10時まで身を粉

にして熱心な指導をしてくださった。選手たちは感謝の気持ちを一日たりとも忘れることなく、期待

に応えられるよう日々精進し続けた。保護者もバックアップしてくれた。そんな心と心の繋がりがあ

って、徳島県バドミントン競技はじまって以来の快挙を成し遂げることができたのだと思う。

平成16年春には、娘たちと入れ替わり、松友美佐紀らが徳島中

学校に入学してきた。団体での全国制覇、できることなら3冠を

達成するための、 また新たなる挑戦が始まった。順位は落とした

ものの、松友らの活躍で団体3位(H16)、松友個人3位(H17)

他、松友の好成績には目を見張るものがあった。松友は、行動や

生活など一度注意したことは二度と私の口から同じ注意をさせな

かった。 また、試合ごとに進化していく様子に感心した。平成18

年6月には日本バドミントン協会からの派遣で、松友は42日間中

国合宿に参加し、大きな怪我もなく帰匡lしたが、 このことが優勝

への手がかりとなったことを覚えている。彼女が留守の間は他の

選手たちにとってプレッシャーとなったが、 「美佐紀が帰ってく

るまでにレベルアップしよう。」と更に努力し、他の選手たちも

成長したように思う。 しかし、全国大会当'1が近づくにつれて、

選手たちはう．レッシャーを強く感じていた。私は運営準備に忙し

』

一
つ

■
１
０
０
Ｊ

｜
▼
』
４
７

・

ニ
ヨ

ー
Ｉ

を a

<していて、 コーチにすべてを任せっぱなしでいたことに気がついた。大会前| | 、私は大きな声で選

手たちを叱ったことを思い出す。会場準備の動きが一瞬止まるほどの勢いで、 スタッフにも気合を人
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れてしまったようであった。

私が出来る指導といったら、 日頃の生活指導をはじめ、 メンタル

や筋力トレーニング、学業との両立をさせること等である。学生時

代バレーボールで培った経験を活かし、選手たちに少しでもう°ラス

になるように努力した。体育館が使えないI1は、陸上部に間違えら

れるほどのランニングやダッシュをさせ、 また校舎内の長い廊下を

利用して、 フットワークや下半身強化練習を亜ねた。松友らと夜の

練習前に一緒に食事をしたり、英語が苦手な選手に|'|主学門をさせ

たりと、練習以外にも指導をした。また、チームに必要なこととし

て、人を思いやり、支え合い、そして競い合えることが大切なこと

を語り続けた。私流の指導が実ったことを実感している。時には私

自身、毎日の練習に挫折することもあったが、 コーチのIjq野氏・吉

田氏の熱心な指導の支えが大きな力となった。

が大きな輪となっ

ずついてきた選手

たちも一生涯誇り

この様な結果が残せたのは、人と人との出会いがあって信頼感で強く結ばれ、絆

て広がったからである。素晴らしいコーチ、指導してくださった方々、弱音を吐か

たち、保護者の方々は私にとって大きな財産であり、体育教師冥利に尽きる。選手

に思い、それぞれの道に向かって生きていってほしい。

松友選手には世界に飛翔し、 ますますの活躍を期待したい。

平成18年第36回全国中学校バドミントン大会（徳島県開催） を成功できたこと、 また、念願の全国

制覇を達成できたことは、県協会の方々をはじめ、県中体連他ご協力していただいた皆様のお陰と感
謝申し上げて、筆を置きたいと思う。

L●■
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ご E

｢藍住ｴﾝジｪﾙｽｰﾂ少年団の歴篭戴雪鱒蕊姜い爵I
藍住エンジェルスポーツ少年団として設立されてから、早いもので28年が経過しようとしています。

現在では小学1年生から6年生・中学生の男女十数名を指導しています。設立当初は、県内で1勝す

ることを目標としていたことが、現在では全国でも通用する選手を育成することへ大きく変化してき

ています。

バドミントンと言えば、一般的に個人競技というイメージがありますが、チームー丸となって戦う

団体戦を、私は常々重要だと考えています。特に若葉カップ全国小学生バドミントン大会では、県代

表として何度となく戦ってきましたが、その度に予選'ノーグ敗退という悔しい思いばかりでした。そ

の気持ちから、選手、保護者、指導者が、一体となって練習した結果が、若葉カップ女子の部で、第

15回大会（平成11年度）第3位となり、全国でも戦える気運がそれぞれに芽生え、女子の部で第17回

大会（平成13年度） と第19回大会（平成15年度）の2度全国優勝できたことが、今でも一番の思い出

となっています。しかし、忘れることのできない苦い経験もあります。それは、平成12年度の若葉カ

ップ女子の部予選でよもやの敗退。大会当初は前年度の優勝チームということで、その年も上位を狙

っての出場でした。団体戦はオーダーによって試合が左右されるため、相手チームの分析や戦略が重

要となります。ところが、予選'ノーグl試合目で大勝したため、次の2試合目を安易に考えて十分な

準備をしないままに臨んだ結果、予選リーグ敗退という結果になってしまいました。当然監督のオー

ダーミスと、相手チームを軽視した報いだと思います。試合後、子供達や応援をしていただいた保護

者の方達に涙の謝罪をしたことが思い出されます。そして、今でも団体戦のオーダーを考えるとき必

ず思い出すこと、それは、十分な準備と相手チームの分析なくして勝利はないということです。

また、県大会の小学生対抗バドミントン大会（団体戦）では、 8連覇を含む10回の優勝をしており、

県内のチームから目標とされるまでになってきました。

「教えることは学ぶこと」「情熱だけでコーチは務まらない。知恵（知識と技能）に支えられた情

熱でなければならない」この言葉は、公認C級コーチ養成講習会での、当時筑波大学の教授であった

阿部一佳先生の言葉です。その言葉は、今でも座右の銘として指導する礎となっています。

指導内容としては、特に低学年のときは基本（ラケットスイング・フットワーク）がしっかりでき

るよう、繰り返し何度でも行います。例えば、新聞紙を丸めての新聞投げやタオルを使用してのスイ

ングなど、 また子供達は競争がとても好きなので、チームに分かれての'ノレーを取り入れることによ

り、チームワークや競争意識を持つように子供達に意識付けをさせています。なお、冬場の練習では、

縄跳び（2重跳び）で飛んだ回数や1000メートル走のタイムを競い合わせることにより、持久力や体

力強化に取り組んでいます。昨夏のインターハイで2年生として3冠を達成した松友美佐紀（聖ウル

スラ学院英智一日本ユニシス）は、当時、縄跳びや1000メートル走でも常に1番でした。私は彼女を

小学1年生から卒業までずっと見てきましたが、私が今まで指導してきた子供達の中では、 フイジカ

ル（身体的)、テクニカル（技術的)、 タクテイカル（戦術的)、プシケー（精神的）どれも優れてい

ました。それは、聴く力、考える力、行動する力、そしてバドミントンが好きなことが彼女の競技力

につながっていると思います。近い将来、必ず日本代表として、オ'ノンピックの檜舞台に立って、 メ

ダルを取ってもらいたいです。

思い出に残る選手として男子では、正木智也、今村俊之、小梯信介、世戸洋輔（平成6年度卒団)、

渡越総一郎（平成9年度卒団)、森本亮（平成14年度卒団)、金森優太（平成15年度卒団)、女子では、

岡本亜耶子（平成2年度卒団)、味岡杏奈（平成3年度卒団)、矢野久美子（平成4年度卒団)、羽里

麻夏、森睦美（平成8年度卒団)、篠原ちあき （平成9年度卒団)、羽里華（平成11年度卒団)、松友

仁美、羽里直緒、久次米佐和子、氏家由香利（平成13年度卒団)、松友美佐紀、神原靖奈、水11愛梨、
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藤本香那（平成15年度卒団）藤本陽奈(平成17年度卒団）と数え切れない選手が藍住エンジェルスポー

ツ少年団を巣立っています。今後、彼らにバドミントンを通じて、社会に役立つ大人になってもらう

ことを切に願うところです。

指導者として大切なことは、指導者と子供達と対話をすることだと考えています。練習や大会では、

指導者からだけの一方通行となって、子供達から何か言いたくても言葉で十分に表現できません。エ

ンジェルでは、それぞれにノートを持たせて、指導者のアドバイスや自分の感想を書き留めて、練習

試合や大会が終了したときに提出してもらっています。それが、子供達との唯一の本音で語れる場所

だと思います。

現在は、現役から20年余り公式戦から遠ざかっており、 また、体力的にもきつい年齢ではあります

が、毎回の練習では子供達と一緒に汗を流して、少しでも子供達に試合の厳しさや試合運びを学んで

もらうために、コートに入ってケーム練習を行っています。

今後の目標としては、現在県小学生連盟理事長として、チームだけが強くなるのではなく、平成17

年度から取り組んでいる県内小学生を対象とした、選抜選手による毎月1回行っている強化練習会を、

さらに中学生、高校生、また大学生、社会人を含めた合同練習会にすることにより、一貫した指導体

制を確立することで、県内バドミントン全体のレベルアップを図っていきたいと考えているところで

す。そして将来は、国内や世界で戦える選手を育ててみたいと思っています。

●
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私とバドミントン

日本ユニシス松友美佐紀

「オリンピックでメダルをとる｣。これが今の私の夢であり、最大の目標です。現在は徳島県を離

れ、宮城県の聖ウルスラ学院英智高校で、夢に向かって一生懸命頑張っています。

母、そして2歳上の姉がバドミントンをやっていて、私は幼稚園児の時に初めてラケットを握りま

した。この時から楽しくて楽しくて仕方なかった感覚は、今でも全く変わっていません。そんな私は、

小学校入学と同時に地元の｢藍住エンジェルスポーツ少年団｣に入部しました。私のバドミントン生活

の始まりです。

藍住エンジェルでは、監督も保護者の方もとても熱心に指導してくださり、そのおかげで基本から

きっちりと学ぶことができました。低学年の頃から私は、新しい技や考え方を教えてもらったり、上

手な人のプレーをまねすることが好きでした。また、本当に負けず嫌いで、試合に負けると必ず大泣

きしていたと思います。

そんな小学3年生の夏、初めて全国大会に出場しました。 3 ．4年生の部に出場し、準々決勝で福

井県の選手に全く歯が立たずに完敗し、悔しさでいっぱいでした。しかし、 この大会をきっかけに、

私の目標は県で一番から全国優勝へと変わっていったのです。

その翌年の夏、小学校時代の中で一番思い出の深い、若葉カップというチーム対抗の全国大会があ

りました。 5種目の内、 3種目とれば勝利というもので、私は4年生ながら、 5年生以下のシングル

スに出場させてもらいました。そこで私は全勝し、チームも創部以来、初優勝することができました。

年上の選手に勝利できたことは本当に嬉しく、 自信になったと思います。そして、その後行われた全

国小学生ABC大会のBクラス(3 ．4年生部）で、個人戦初優勝をすることができました。団体戦
とは違う喜びを感じ、この頃から常に高いところへ意識を置いていたと思います。

そして、小学生の中では一番大きな大会である、全国小学生選手権大会では、 4． 5 ．6年生の部
で優勝し、 3連覇を達成しました。

その後、私はさらなる上を目指し、徳島中学校に入学しました。中学生活3年間で、精神的にも身

体的にも、 また人として大切な礼儀、全てにおいて成長できたような気がします。
中学生活の中で一番の思い出と言えば、やはり地元徳島県で開催された全中です。団体、個人女子

シングルスで優勝することができたのですが､あの観客席からの声援がなければ、絶対勝つことはで

きなかったと思います。地元開催ということで、たくさんの方々が応援に来てくださいました。ピン
チの時にも上を見上げれば、 「次一本！ 」 「いけるよ」など多くの言葉をかけていただき、心強かった
こと。私が決めたときには、上の皆も自分のことのように喜んでくれたこと。あの光景は今でも鮮明
に覚えています。私はたくさんの方々に支えてもらい、プレーできてきているということを、改めて

感じることのできた大会でした。そうして中学生活は、最高の形で幕を閉じることができました。
このように、徳島でバドミントンをやった9年間のことを思い出していると、次から次へと頭に浮

かび、懐かしい気持ちでいつぱいになります。

たくさんの思い出のつまった故郷を離れ、聖ウルスラ学院英智へ入学した理由は、将来の夢に少し
でも近づけるよう、厳しい環境の中で自分を鍛えたいと思ったからです。その成果は少しずつ出てい

ると自分では思います。2009年のインターハイで3冠を達成し、その年の全日本総合の女子ダブルス
で3位入賞、 これからも上を目指して頑張りたいと思っています。

私は指導者の方々、たくさんの仲間に恵まれ幸せです。今の私があるのも、小さい頃からバドミン
トンの魅力を多くの方々に教えていただいたからです。苦しいときや落ち込んだ時には、必ず徳島で

のことを思い出します。徳島県で学んだことは、私の中で本当に大きな支えです。

これからは、お世話になった徳島県協会をはじめ、私に関わってくださった全ての方々へ、少しで

も恩返しをしていきたいと思っています。同時に、夢を叶えるためにこれからも努ﾉjしていきますの

で、今後ともよろしくお願いします。 （平成21年執筆）
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私は、小学一年生からバドミントンを始めました。最初は違う競技をしようと思っていたのですが、

四歳上の姉がしていたこともあり、 自分もということになりました。日々、練習を重ねていくなかで、
指導者．先輩．仲間．家族の支えがあり、バドミントンの楽しさに触れ、いつの間にか夢中になって
いました。そこからはいつも以上に真剣に練習に取り組み、小学一年で、全国小学ABCバドミント

ン大会に出場し、毎回全国大会に行くようになりました。

しかし、四国大会では、常に同じ選手に決勝で敗れ、第二代表でした。いつからか全国大会に出場
するよりもまず、四国大会で優勝し全国に行こうという目標ができ、一層練習に励みました。しかし、
小学校の聞では一度も勝つことができず中学へ。

中学へは、姉も通っていた徳島中学校へと進学しました。自分より強い選手、姉も指導して頂いた
西野コーチ、何より今まで以上に技術、体力、精神力を磨きたいと思い進学しました。中学二年には、
どうにか全国中学バドミントン大会に出場することができたのですが、四国大会ではまたもや小学生
の時と同じ選手に負け、第二代表で終わってしまいました。

そして中学最後の総体、今まで支えてくださった方々のためにも、何より自分のためにも四国大会
優勝という最大も目標を叶えようと決して一戦目から楽な試合ではなかったのですが、三年間の集大
成と思い、皆の声援を背に受けながら試合に挑み、優勝することができました。本当に私を色んな面
で指導し、見守って頂いた方々に感謝しています。

高校は、今よりも上を目指そうと思い兵庫県の村野工業高校に進学しました。徳島での経験が活き、
高校一年生からインターハイにも出場することができ、三年生では県総体で三冠を達成し、 インター

ハイへ。兵庫県代表ですが国民体育大会にも出場することができました。兵庫県で三年間やってこれ
たのも、小学．中学で徳島での様々な経験や沢山の方々の支えがあったからです。
また、 この先私は、バドミントン競技も勉強もしっかりやり、今以上に大きく成長したいと思って
います。そしていつかは、徳島県代表となり国体に出場したいと思っています。こんな私ですが、徳

島県のバドミントンに携わり、少しでも役に立てればと思っています。そのためにも大学で多くの経
験を得て自分自身のものとし、将来、徳島の選手に少しでもそれを伝えられるようにしたいと思って
います。

最後になりましたが、私にこれまで数え切れないほどのご指導頂きありがとうございました。これ

からも、 自分自身のためにも、支えてくださった方々のためにも精一杯頑張っていきます。
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一生忘れる事が出来ない新潟ときめき国体(4位入賞）

鳴門病院宮111苛友

第64回ときめき新潟国体に出場し、 4位に入

賞することができました。私にとっては、初め

て出場する国体ということもあり、緊張と楽し

みで胸がいっぱいでした。 1回戦は熊本県、 2

回戦は大阪府、準決勝は、青森県、 3位決定戦

は富山県とたくさんの強豪チームと戦いました。

チームで「楽しむこと・最後まで諦めない」と

いうことを目標とし、 l試合l試合全力で勝利

一
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糊
一

を信じ戦った結果ﾁｰﾑが-つに蔭ったと磯$,YMじた瞬間でした。

ここまで支えてもらい、応援してくれた杉内監督やコーチ、バド

ちとった4位だと思います。これからも、国体での経験を活かし、

ンを続けていきたいです。

ミントン|乳l係者や家族や友人で勝

感謝の気持ちを忘れずバドミント

杉内監督 ｢一回戦は熊本県に崖っぶちからはい上がり勝利した（ベスト8）。準々決勝は大|収府の強

豪高校に、勢いで圧勝した（ベスト4)｡準決勝は優勝候補の青森県と妓後まで、 もつれ

込み互角の試合で敗戦。三位決定戦は、富山県に集中力がきれ敗戦した（県過去妓向の第
四位)。

一戦ごとに強くなり勝負は最後まで、諦めずに戦えば、何かが起こることを選手たちが

私に教えてくれた最高の戦いであった。また、全国制覇してもおかしくない戦いをし、爺

強のチームに感謝している｡」

水口愛梨「インターハイでは、結果が出ませ4でしたが、高校最後の国体で結果が残せて今までお世
話になった方への恩返しができたのでよかったです｡」

若田美沙「どんな相手との勝負でも、諦めずに勝利を信じてチャレンジすることで結果を出すことが
出来ました。また、周りの方のサポートがその原動力となりました。これからも感謝の気

持ちを忘れず、前進し続けたいと思います｡」
1

1
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徳島市バドミントン協会の歩み

徳島市バドミントン協会理事長輝尾明人
- －－－マーーー. 一ｰ一一
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○設立まで

昭和28年春、徳島市会議員の藤井二男氏、徳島市役所の木下晋氏が、高松市との親善野球大会に

出場した際に初めてバドミントンに接し、その手軽さ、将来性に着目し、帰県後すぐに徳島市役所

の大西正義氏と三木恒夫氏に話を持ち込み、徳島市バドミントン同好会が結成された。
○設立当時

徳島市バドミントン協会の正式な設立は、昭和47年当時県バドミントン協会の理事長であった新

見泰志氏の努力によって発足し、徳島市体育協会の専門部として加入が認められた。初代理事長は、

現在の会長でもある小椋貞和氏である。

設立当初は、市協会役員も県協会役員との兼任が多く、市協会としての行事は少なく、かつ県協

会の行事を優先することが多く、活発な活動はできなかったが、市教育委員会主催の『市民バドミ

ントン大会』の主管、また市教育委員会の依頼を受け、 『市民バドミントン教室」を続けて開催し

た。これらが、市民のバドミントンに対する関心と、基礎技術の向上に役立ったものと考えられる。

その結果、東部バドミントンクラブなどの愛好者による活動が始まり、その後の地域におけるクラ

ブ活動発展の緒となったとすれば、当初の活動にも大きな意義があったと思われる。

昭和59年4月より、市協会役員も若い世代に一新し、大会の内容も充実し、全てに画期的な発展

を見せていった。実施する大会も、◇市長杯大会◇市会長杯大会◇市選手権大会◇ミックス

大会◇B&G杯大会◇市民体育祭大会◇丸亀市協会との交流大会と、年間7大会を開催する

までに盛会となっていった。またこの頃より、次の世代の発展を目指して、小・中学生のバドミン

トンスクール（市教委・市体協・市体育振興公社との共催）を主管実施し、ジユニアの技術の向

上に努めていった｡大会も、小・中・高生の大会を新設し､◇ジュニア選手権大会◇小学・中学・

高校選手権大会を開催し、 レベルアップを目指して運営を進めていった。

平成に入ると、地域の体協もジュニアの育成に力を入れ始め、平成10年頃には、小・中学生のレ

ベルアップがめざましく進み、協会の運営としては、小・中．高生の大会を一般の大会に吸収し、

一般と競わせることで更なるレベルアップを目指した。また、参加人数の増加が進まない一般競技
者を対象としてミックス大会を増やし､-愛好者の試合参加の増大と競技底辺の拡大、ジユニアのレ
ベルアップを目指して協会運営を推し進めていった。

○現 在

平成20年現在、◇市長杯大会◇ミックス大会◇団体ミックス大会◇協会長杯大会◇小学
校PTA学校対抗大会◇団体大会◇選手権大会の年間7大会を開催し、協会設立当初から親交
を深めている丸亀市協会との定期戦も続けられている。協会の3大大会（市長杯・協会長杯・選手

権）は、ジュニアと一般との統合化や、初心者クラスの普及も合わせ、種目を1部から4部に分け
ていることもあり参加人数も多く、延べ300組を超えることも少なくなく、大会を2日に渡り開催

している。ルールの変更もあり、試合時間は短くなったが、依然として1日で大会を終rするのは
困難な状況である。

○今後の展望

市協会役員も、少しずつ世代交代は進んできているが、やはりより多くの人員を必要としているぐ
役員を増やすことによI)、効率のよい大会運営や、協会としての機能の充実が望まれている。今後

は、大会の運営のみならず、初級者やジュニアを対象とした講習会の開催、 また、初心者が気軽に

バドミントンを始められる場の提供も今後の課題と考えている。

参考文献：徳島県バドミントン協会30年誌

争

39



徳島県バドミントン協会60周年記念誌

種

‐

40

年度 会長名 理事長名

昭和47年

昭和59年

新見泰志

新見泰志

小椋貞和

森 茂行

昭和60年 新見泰志 森 茂行

昭和61年 新見弓 河野幸男

昭和62年 黒川 勉 河野幸男

昭和63年 黒川 伽 増金秀行

平成1年 ノ 、ノ京貞和 姥 I金秀行

平成2年 小椋貞和 吉川恭弘

平成3年 副 、フ京貞和
■
Ｊ
夕雷山雅史

平成4年～平成18年 小椋貞和
口
夕高山雅史

平成19年～ 福山雅史～ 輝尾明人～
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鳴門市バドミントン協会の歩み

鳴門市バドミントン協会理事長戸lll奇 義

1 鳴門市バドミントン協会設立前の市内における活動状況

鳴門市におけるバドミントンの歴史は比較的浅く、昭和40年代後半に市役所

職員と市内の数社の民間事業所に勤務する愛好者15名程が、週2～3回市民会

館で互いに練習し始めたことで、その後の発展につながった。学生時代の経験

者数名により希望者を募り、初心者を指導しながら愛好者を増やしていった。

昭和50年代に入り、広く市民に呼びかけ徐々に愛好者が増え約30名に達し、昭

和53年に鳴門バドミントンクラブが発足した。その後部員は50名に増え、市民

会館の4面のコートでは満足に練習できなくなり、 2班に分け片班ずつ羽根を打ち、その間別班は

運動公園（現鳴門・大塚スポーツパーク） まで往復約2kmをランニングするということもあった。

また、 このような満足に羽根が打てない状況ではレベルの向上も期待できないことから、鴫I IIj市立

工業高校の体育館も借りて練習していた。しかし、いずれの練習場にも当時はバドミントンのコー

トラインはなく、ただポールを立てるだけでコートのコーナー等の要所にチョークで印をiliき、 目

視でシヤトルのイン・アウトを判断していた。昭和55年7月、大桑島にバドミントンコート3面を

有する市の勤労者体育センターが完成し（コートラインは1面のみ)、市立工業高校商体育館に代

え練習会場とした。このような状況の下、部員からは満足な練習条件の整備、大会の開惟等の要望

が強くなってきたため昭和57年2月、 6名の発起人による協会設立の発起人会を持った。

2 鳴門市バドミントン協会設立経過

昭和57年2月19日、次の6名の有志により鳴門市におけるバドミントン活動を主導する団体を創

るべく団体発起人会を開催し、引き続き設立総会に移り鳴門市バドミントン協会が誕生した。

発起人：池田政文、牛川 務、小川仁志、鎌倉 準、喜田展行、斎藤 太

同年4月3日に設立後初の総会を開催し、初代会長に藤田義行鳴門市議会議員、理事長に牛川務

を選任し承認された。 ｜司時に、協会規約、予算、行事予定が決定し、以後の活動が開始されること
＝

になった。

，会長昭和57年4月～藤田義行 一理事長昭和57年4月～牛川 務

平成2年4月～福島慧雄 平成11年11月～戸lll奇 義

平成11年11月～西條一夫

平成14年4月～横井茂樹

平成25年4月～泉 理彦

3 協会活動

○鳴門市体育協会への加盟

設立後の昭和57年3月1日に、鳴門市体育協会への加盟申請を行い、 6月の体育協会総会にお

いて協会設立・力||盟理由等を説明した。そして1年間の活動状況を見てもらい、翌年の総会にお

いて加盟が承認された。鳴門市体育協会構成団体として、昭和58年度より体協即事・評議員を選

出し、その後総会に出席している。

また、市体育協会より I I頃のバドミントン普及・競技ﾉJ向上に対して表彰していただいている、

＜財団法人|I本体育協会公認スポーツ指導者表彰＞

平成16年牛川 務

く体育功労章＞
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一森

高月

竹田

戸崎

次
雄
子
義

啓
育
峰

年
年
年
年

５
６
９
１

１
１
１
２

成
成
成
成

平
平
平
平

昭和61年

昭和63年

平成2年

平成4年

平成8年

牛川

池田

鎌倉

西條

山下

務
文
準
夫
代

政
一
美

○事業について

設立当初は、市内における愛好者の拡大、その後競技力向上など協会の目的を遂行するため、

競技会の開催、講習会の実施等を開始した。愛好者を増やすため、年数回の講習会を実施し、参

加者は皆熱心に受講した。互いに活動条件が一致するメンバーが集まり、 3つの団体が発足。ス

ミレクラブ、 コスモスクラブ、スズランクラブでその後活動が続けられた。また、初心者にも参

加しやすくするため、市民大会を開催した。

現在では鳴門市各地に愛好者が増え、鳴門市協会に登録している団体も10団体（約160名）を

超えてきている。市協会に登録していない団体を合わせると相当な競技人口になると思われ、鳴

門市におけるバドミントンの普及も進み、各クラブで熱心に練習に励んでいることは大変喜ばし

いことである。また、競技力向上のため、市協会主催大会を年5回（鳴門市会長杯大会、真理子

杯大会、鳴門市民体育祭、鳴門市フェスティバル大会）開催している。

県大会等への参加と併せ、市民のみの大会でなく広く県内・県外選手との試合もしたいという

要望もあり、昭和58年7月にオープン大会を設けた。第1回のこの大会には市外の団体からの参

加者を含めて36名の大会であった。その後、大会名を鳴門オープンバドミントン選手権大会とし、

毎年2月に開催し徐々に県内外にもこの大会が知られ、第5回大会には135名の参加を得て開催。

第6回大会から会場を鳴門県民体育館に移し、第8回大会から10回大会までは東四国国体前の徳

島県選手の強化も併せて、県協会との共催で、香川、広島、京都等多くの県外選手の参加があっ
た。

現在では、第31回を迎え400名を超える参加者があり、盛大に開催されている。
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阿南市バドミントン協会の経緯

阿南市協会副会長江川正治
I

阿南市のバドミントンの始まりは、徳島市役所、故大西正義（県バドミントン

協会理事長）から是非共阿南市の方もお願いしたいとの話があり、阿南市職員の

岡久吉隆、湯浅アキノ、山下喜美恵、板垣タカノ、長田千鶴子達数名のグループ

でバドミントンが始まった。

昭和36年になり、江川正治、中村白が阿南市役所に就職一段と活気づいた。こ

の年阿南市役所バドミントン部が正式に発足した。体育館がなく不十分な施設阿

南市教育委員会の分館ホールで週に5～6日の練習を行った。

当時は、県下においては選手人口やクラブも数少なく、技術力はもとより維持当時は、県下においては選手人口やクラブも数少なく、技術力はもとより維持

■全｡●

管理Im、特にハード

面においては練習の場が少なく苦慮した時代であり、 また他のスポーツをされている方でもバドミン

トン競技に対する評価が低く、底辺の拡大には程遠い時期でありました。

昭和38年待望のスポーツセンターが完成、 クラブも阿南市バドミントン連盟として再川発しました。

江川等が一番力を入れたのは将来に続く若い力を育てたいと富岡東高校や阿南工業商校のクラブ設立

に深くかかわり、又、高校生の指導に熱中しました。その結果、富岡束高校(S38年） を皮切りに、

富岡西高校(S39)、阿南工業高校(S41) と年ごとにクラブ化することができました。後になって

最後の一校、新野高校(S54) も足並みを揃えるに至りました。けれども、中学校については当時諸

条件が整わず時期尚早の感がありましたが、一応底辺拡大の基礎ができました。

この頃の思い出の一つに、県下の新人大会を毎年市スポーツセンターで開催することができたこと

があげられます。数年後には参加人口が次第に増加し、富西で女子、阿工で男子と大会を2会場で行

うことになり、阿南市の高校、一般の競技者にとって一層の励みとなりました。 また、全県下の底辺

拡大と相俟って、念願の徳島県官公庁バドミントン連盟(S58)を結成することができました（年に

夏と冬の2回の大会)。皆様の心が一つになって前進した結果であると感謝致しております。前後し

て、市内各地では体育館の建設ブームと同時に、 クラブ数も増加の一途をたと・りました（現在中高で

6校、一般20チーム)。また実績面でも高校、一般共に素晴らしい成績を残していただきました。

競技人口、協会の組織も充実し、ハード面でも完備され、やっと成熟期を迎えることができたこと

は、一重に熱心に取り組んでいただいた皆様や、各関係機関の方々の賜物であると深く感謝IIIし上げ

ます｡'平成13年3月に阿南スポーツ総合センターが、県内最大（バドミントンコート121m)のスポー

ツの殿堂とも言える体育館が完成し、年間協会主催、共催を合わせ12大会を開催することができ、一

層の拍車をかけることになりました。県下一円の皆様にも御参加をいただき、盛大な大会行うことが

でき、ありがたく思っております。

活躍した選手達

|､II体選手として阿南市役所の江川正治(S40～41年）県農協資料の吉lll栄助(S40～46年)、神|崎

製紙の星川忠弘(S44～45年) l川国エンジニアリングの戎野裕二(S54年）新王子製紙の神野安朗(H

5年）富岡東高校の大形和美、杉本洋子、市瀬ゆかり (S57年）が阿南勢の意地を兇せた◎

昭和59年の夏には、富岡東高校神野安朗選手が、 ｜几lllil高校選抜大会で優勝し、昭和60年には全l'il高

校選抜大会シングルス第8位、夏のインターハイIJ[l lfi大会シングルス優勝を遂げた。この時期富岡東

，',苛校へは非常に熱心に指導優秀選手を多数育てた富岡東高校の神|崎先ﾉ|えが)（られました。

、|え成14年9月のPLIM総合選手権男子シングルスで六連覇を達成した戎野裕二等々 「県南であの人有

り」と名を高くした選手が多くいます。

歴代役員

初代会長仁木斐一
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近藤治郎（現在に至る）

江川正治

笹野 哲

小林洋一（現在に至る）

二代目会長

初代理事長

2代理事長

3代理事長

スポーツを愛し仲間と共に楽しみよりよく生きるため、豊かな心身の維持増進をしていくうえで、

前向きに取り組んでいくことが望まれる今、幅広い年齢層の人たちに参加していただくために、地域

の生涯スポーツとしてシャトルに慣れ親しんでいただき、多様な要求に応えられるよう （公式戦は別

として）ルールの多少の変更や競技形式の工夫をするなど、活動のサポートをしていくことが、私た

ちに託された課題であるのではと考え、結びと致します。

《
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徳島県実業団連盟の歩み

会長久次米慶二

○設立まで

昭和31年より徳島市役所、阿波銀行が全国大会に挑戦。昭和40年より徳烏市役所、阿波銀行、阿

南市役所が四国大会に参加、県のレベル向上に貢献(30年誌より)｡残念ながら参加記録、栄光な

どは残っていない。昭和38年に会長大串博昭（故人、当時日本飼料工業)、理J1;長新兄|≦I<弘（日

本飼料工業)、総務越後禎之（阿波銀行）で設立された。しかしながら昭和43年、選手の退職、県

外への転勤などで自然消滅した。

○設立

現在の実業団連盟は、再結成された連盟である。昭和55年、西野昌|ﾘl (現県協会会握)、吉田泰

造（元県協会会計)、村瀬章（元NTT徳島)、今出幸男（現県協会副会長河野)、 TIfl l l栄助、木下

一重（元農協飼料）によって検討され、再スタートされた。昭和55年、夏休みに第1 l' 'l入会が城東

高校の旧体育館（国道11号線沿い）で団体戦が開催された。参加チームも少なく、学生時代の未経

験者が半数を占め、試合中、雷の影響で停電などのハプニングの中スタート。昭和56年より夏季、

冬季の年2回の団体戦が開催された。昭和57年より参加チームを増やすためとレベルの差があり、

参加に跨曙すると村瀬氏より意見があり、阿波銀行本店西側の喫茶店にて西野氏、 il'I野氏、村瀬氏、

吉田氏、久次米が集まり検討の結果、 6チームを1つの部とし、下部クラスを増やしていく方向が

決定された（初参加は最下部)。また、大会を四国、全国に合わせて、春季大会を設けて個人戦と

し、現在の体制に至る。平成に入り参加チームも増加、男子は28チーム5部までできる状態となっ

た。

参加条件は厳しく、失業保険または健康保険がかけられていること。 しかし、徳島ﾘIL独向で臨時

社員、 アルバイトも認め（正社員と同じ勤務)、教職員も生徒への指導を期待し、参加を認めた。

一方、女子はレベルの差が大きく6～7チーム推移し、 1部の参加チームが少なく、不戦勝が続く

平成10年度あたりから参加チームが減少し始める。若い人の入社が少なく、趣味の多様化が影響し

ている。最近は新しい企業からの参加も出てきているのは喜ぶべきことである。

四国大会は、昭和39年より始まっているようであ弓ろ。記録が残っているのは第191111大会（昭和58

年2月高松市開催）からであり、大塚製薬の1部にての準優勝が最高成績である。女子は参加チー

ムが少なく、いかに増やすかが課題である。

’ ア

~'mj一=ﾜー
ウ

一一一一一" や

一

第29回徳島県冬季実業団バドミントン大会開会式（2009年12月19日）
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○今後の展望

レベルアップと参加チームを増やすこと、特に女子チームについては四国大会でも議題になって

いる。現在はルール改正により、男女の得点差はなくなっているので良い機会かもしれない。県に

おいては人数のそろわないチーム、年齢の高いチームは女子との混合で参加を認めている。四国、

全国大会には参加できないが、痴呆防止には一つの方法と思われる。

全国実業団のチームは減少している。特に女子チームについては半減している。参加条件の変更

で、他県社員との合同、NPO法人など、一部企業として首をかしげるが、アマチュアかプロかは

難しい問題である。

第30回徳島県夏季実業団バドミントン大会試合風景（2009年7月26日）

○役員

会長

理事長

監事

久次米慶二

吉岡 努

天野 一 佐幸直也

和弘（徳島県庁） 小林敏秀（徳島市役所）

博吉（四国電気保安協会）秦野智宏（四国電力阿南）

格（四国電力徳島） 北本昌之（王子製紙）

茂樹（大塚製薬板野） 松田夏城(JR四国）

明人（徳島県教育委員会）宮本 祥（喜多機械産業）

善博(ALSOK) 曽我井昭男（三洋電機）

雅史（大塚製薬） 細束

幸介（日亜化学） 神野

裕（四国電力徳島） 吉田

貴資（大塚製薬鷲敷） 林

和生（徳島教育航空群）輝尾

邦弘(NTT四国） 井上

稲田

松下

松本

近藤

小林

杉内

○歴代会長及び理事長

会長 昭和38年4月～ 大串博昭 理事長

昭和55年4月～ 黒川 勉

平成3年4月～ 大西 保

平成8年4月～ 藤本孝彰

平成16年4月～ 久次米慶二

※昭和43年4月～昭和55年3月一時中断

弘
明
二

匡
昌
慶米

見
野
次

新
西
久

昭和38年4月～

昭和55年4月～

昭和63年4月～

平成16年4月～ 吉岡 努
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徳島県レディースバドミントン連盟の歩み

徳島県レディース連盟理事長高H1由紀江

創立60周年おめでとうございます。

徳島市立体育館や、福島小学校、助任小学校体育館でバ

ドミントンを楽しんでいた女性達が県協会主催の大会にも

出場できるレベルに達したいと当時の県協会理事長富IH

善明氏や今出幸男氏（現河野県協会副会長）及び福島小学

校で子供向けの指導をしていた地元の藤本孝彰氏（県協会

副会長）に相談、指導を受け県家庭婦人連盟設立に動き出

した。設立1年前に大会実施。これで一気に前進。昭和57

年4月1日に徳島県家庭婦人連盟がスタートした。

設立にかかわった人々は初代理事長山本幸子氏（末広町）設立にかかわった人々は初代理事長山本幸子氏（末広町）

｜
’

魚野澄子氏(｢|!吉野川) IJI賢公f氏（徳

島大学職員）であり全員30才台。競技人口増加のため積極的に各クラブをまわっていた。又、大会内

容を常に考え1部～4部制やリーグ戦等を取り入れ参加者を増やしていきました。

その他競技力向上のため、定期的に県協会から指導を受けたり、数年後には全1 1本、 IJWII本家庭婦

人大会に参加の腕をみがきました。

当初からの大きな目標の一つに参加者を100人にする事でしたが、結成後3年11に21クラブ110人が

参加しました。

次は200人大会とし平成14年度には40クラブ200人を越える大会となり大喜びしたものです。 しかし、

ここ最近は、そういう微笑ましい姿も減り参加者の人数にも減少が| |立つようになりました。そこで

打開策の一つとして全国大会の誘致を県協会からも云われ続け、 なかなか実現には到りませんでした

が、平成24年12月、 「第7回全日本レデイースバドミントン競技会」 （個人戦） を、 リI↓協会、 l几l l:KIレデ

イース連盟の協力を頂き開催することが出来ました。全国41都道府県から724名の選乎を迎え、鳴門

会場、徳島会場に分かれ2日間の熱戦を繰り広げ、盛況のうちに無事終えることが出来ました。これ

を機に徳島レデイースにも活気をと期待しましたが､なかなか歯止めにはならないようです。レデイー

スという利点を活かし、お母さんの楽しいプレイを見てお子さんがジュニアでも椚齪したり、親子で

大会に出場し家族の和をもたらすなど、そういう愛好家をたくさん大会に出てもらう。一方選手の強

化の一つとして若手の育成も急務だと考えます。全日本レディース連盟は本年度より、中学校教育課

程修了者で、年度内他の連盟に所属していない者、 と資格の規約が改訂になります。徳島から全惟|に

繋がる選手を／を目標に、尚一層の努力をして行きたいと役員一同頑張っております。

■

●
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徳島県高体連専門部のあゆみ

徳島県高等学校体育連盟バドミントン専門部副委員長岡佐古拓也(城東高等学校）

徳島県高体連にバドミントン部が設置されたのは、昭和41年である。これまで

の活動状況を、過去の専門委員長である、野村淳平部長、平岡嘉泰委員長の槁を

参考にさせてもらいながらまとめることとする。

本県の高校に初めて部が創設されたのは、昭和29年県立日和佐高校においてで

あった。唯一の活動校として、 31年32年に全国・国体四国予選・西日本の各大会

に参加したが、いずれも初戦突破をすることが出来なかった。これではというこ

とで出場を見合わせ、資質の向上に努めることにしたというのが、バドミントン

部創設期の話である。 39年同好会を含めて県下で5校となったのを機に、県総体

オープン参加。40年準専門部を経て、 41年専門部に昇格となり、待望の正式活動のスタートを切った。

本県の高校バドミントンは、 日和佐高校を抜きにして語ることはできない。県総体だけに限定して

も、団体優勝回数は男子13回女子18回に及んでいる。この輝かしい業績は、ひとえに仁木義顕教諭の

卓越した指導力に負うものである。氏は日和佐高校へ転任した29年に部を創設し、以来営々と部の育

成に尽力し、限りない情熱をバドミントンに注いできたのである。氏の指導下の日和佐高校の活動が、

直接的にも間接的にも本県バドミントン競技の発展に寄与したことはいうまでもない。

専門部設置の41年は男女各6校であったが、 60年には男子19校女子18校、平成20年には男子25校女

子24校となった。この普及は、選手たちが卒業後も地域社会で同好の士を集め、プレーを楽しんだこ

とや、県協会の地道な普及活動が功を奏したといえる。

ここに過去43年間の県総体優勝校回数を挙げると、

《男子》 日和佐高校13回城東高校10回徳島商業高校10回徳島市立高校5回

小松島西高校1回阿南工業高校1回小松島高校1回

富岡西高校1回城南高校1回

《女子》 日和佐高校18回城東高校17回徳島商業高校3回小松島西高校2回

富岡東高校1回富岡西高校1回徳島北高校1回

となっている。平成5年の四国国体を機に選手強化のため、高校入試で城東高校男女バドミントン部

にスポーツ推薦制度を導入し、 また、平成18年度からは城東高校女子バドミントン部がスポーツ強化

指定校に指定され、同校が浮上し現在に至っている。

平成12年から県内の主力中学生の入部、そして経験豊富な小寺由香先生が配属され着実にレベルア

ップしました。更に平成12年から外部コーチの杉内邦弘氏が加わり、城東高校女子チームの活躍はめ
ざましく、平成19年には四国高等学校バドミントン選手権大会で31年ぶりの優勝を飾り、 また、平成
19年度全国選抜大会では女子ダブルスで水口。若田組がベスト8に入賞するなど、全国レベルに通じ

るレベルアップを果たしている。

今後の課題については、少子化とともに部活動人口の減少が|嘆かれる中で、バドミントン人口の増

加を図りながら、男子部員の強化による全国上位レベルに通じるレベルアップを果たしていく必要性
を強く実感しており、大きな課題となっている。

徳島県高等学校体育連盟バドミントン専門部歴代委員長

.… 昭和41年度～昭和53年度野村淳平小松島高等学校

昭和54年度～平成7年度板東輝雄小松島高等学校、小松島西高等学校

平成8年度～平成11年度平岡嘉泰城北高等学校

平成12年度～平成14年度寺内智子盲学校

平成15年度～平成19年度多|Ⅱ 功徳島市立高等学校、 |!!31I11高等学校

平成20年度～平成24年度岡佐古拓也城東高等学校

平成25年度～ 澤旧慎也徳島科学技術高等学校
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徳島県中学校体育連盟バドミントン専門部の歩み

富田中学校教諭大阪真智子
一 ■一一＝一
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1 創成期

徳島県中学校体育連盟の専門部にバドミントン競技が加えられることになったのが、昭和38年であ

る。当時の徳島県総合体育大会の参加校数は、徳島市内5校、徳島市外の2校の計7校からの出発で

あった。

昭和45年まで専門部長を務めた山本圭二先生を中心に、県協会役員の方々や各中学校のバドミント

ン部顧問の熱心な指導により、次第に中学生の実力を蓄えていった。代表的な学校や指導者を挙げる

と、 まず、 日和佐中学校である。故仁木義顕先生が中高一貫の指導者として6年間を通しての指導体

系を確立し、輝かしい実績を残している。次に小松島中学校では、専門部長である山本圭二先生が好

選手を育成した。徳島市内勢では、新見泰志氏（当時県協会副会長）を軸として小川真澄先生・藤本

孝彰先生らの熱心な指導のもと、県史に残る選手を八万中学校から輩出、八万中黄金時代を築き上げ

た。また、城東中学校の田中実先生、徳島中学校の小椋貞和先生、富田中学校の大西順子先生、川内

中学校の住友良一先生・谷川浩三先生。各先生方の努力と熱意が、徳島県の中学校バドミントン競技

の隆盛をもたらす原動力となり、今日の県中体連バドミントン専門部の育成に大きく貢献した。

2発展期I(昭和40年代）

この時期、指導者、関係者の努力が徐々に成果を実らせ、県総体への参加校数も次第に贈え、競技

力も向上し、優秀な選手も続々と生まれた。

男子では、昭和40年代前半、 日和佐中学校の仁木．野村．杉内．川島．戎野と続いた。それに負け

じと、第二期黄金時代を築いた八万中学校の森（治） ．杉本．藤本．谷田・森（学）が活躍した。女

子では、八万中学校の島田、川内中学校の安宅．中瀬．松尾、 日和佐中学校の長井・灘・井口。城東

中学校の増金（敏） ．黒崎。やや年代が上下することもあると思うが、高校生なみの実力を身に着け
るほどの実績であった。

昭和46年に第1回全国中学校バドミントン大会が東京都立体育館で開催された。男子は八万中学校、

女子は川内中学校と八万中学校の合同チームで参加した記念すべき大会であった。各県男女各1チー

ムの参加で、団体戦はl複2単での試合形式だった。結果は、男子チームが3回戦まで勝ち進み、準

優勝した奈良県チームとの対戦であったが、大差はなく互角で試合することができた。惜しくもl対

2で敗戦したものの、手応えのある大会であった。女子は、 1回戦に完全優勝した大阪代表チームと

対戦し、惨敗した結果となった。

その後、全国大会の開催地は名古屋、三重、仙台、神戸と開催され、我が県も毎年参加するものの、

1回戦突破の壁は厚く、 日和佐中学校女子の2回戦進出止まりとなった。

3発展期Ⅱ(昭和50年代）

昭和52年の四国中学校総合体育大会からバドミントン競技の加入が認められ、第’回大会開催地が

香川県で行われた。愛媛県の加入が遅れ、 3県での対抗戦であった。以後四国総体での結果は、香川

県が他県より技術．体力．精神ともに群を抜いて強く、男女ともに優位がゆるぐことはなかった。

全国大会の出場が各県からできなくなり、四国からlチームの割り当てになった。この制度になっ

てからは、徳島県の選手が四匡l大会で勝ち、全国大会に出場する選手の姿が消えてしまった。

「香川に追いつけ、追い越せ！ 」と立ち上がった川内中学校の盛龍一先生や徳島II!学校のコーチの

西野昌明氏（現県協会会長）や岩田吉紀氏等が選手を引き連れ、香川県の強化練習会に参加した。ま

た、県外対抗試合にも引率するなど、強豪香川の実力や実状を知るため、並々ならぬ努ﾉJを積み重ね、

●
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徳島県の中学校バドミントンの競技力向上に全力を尽くしてこられた。この方々のご尽力があったか
らこそ、現在の功績があるといえる。

県中体連に加わってから22年が経過した。ここにこれまでに県総体に参加し、活躍した校名を記し
ておきたいと思う。

南より、常勝伝統の日和佐中学校、時折大型選手の出てくる坂野中学校。小松島中学校、阿南中学
校、津田中学校、富田中学校。すばらしい先輩を有する八万中学校、実力アップの徳島中学校、附属
中学校、徳島文理中学校、城東中学校、加茂名中学校、多くの名選手を生んだ川内中学校。鳴門第一
中学校、瀬戸中学校、井川中学校。

（昭和46年～昭和60年中体連バドミントン専門部長藤本孝彰先生

県バドミントン協会30年史参考）

4 発展期Ⅲ(昭和60年代・平成元年～平成12年）

この時期の専門部長の先生を明記すると

昭和61年･62年谷川浩三先生当時（八万中）

｜昭和63年 石川和幸先生当時（附属中）

平成元年 藤原恵美子先生当時（富田中）

平成2年 中山千尋先生当時（八万中）

平成3年～6年金森映人先生当時（徳島中）

平成7年～12年伊藤浩二先生当時（川内中）

平成13年～18年生田泰之先生当時（羽ノ浦中）

平成'9年～ 大阪真智子 （富田中）

この時期、昭和62年から長年にわたって、県内では無敵といわれる徳島中学校女子の黄金時代とな
る。当時、徳島中学校校区のジュニアチーム（内町小ジユニア・助任小ジュニア）の小学生強化に注
目し、保護者との協力体制を確立したことが実を結び、徳島中学校女子の原動力となったことは事実
であり、 また、同じく徳島中学校区の渭北体協の協力を得て、西野昌明氏、吉田泰造氏（徳島中学校

外部コーチ）の熱心な指導を受け、部活動以外での技術指導や練習量の増加が競技力向上へと繋がっ
た。長年にわたるその指導の積み重ねが、全国に通じる数々の選手を育成し、好成績を残した。 ｜兀'国

でも徳島県優位の時代を築いていくことになり、現在では全国出場常連校にまで成長している。

まず、徳島中学校の中山佐知子が平成元年、四国大会で

香川勢を抑え優勝（女子単)。念願の全国大会（山口市）

に出場し、全中大会でも5位入賞を果たすことができた。

その後、実業団（ヤマハを経てベスト電器）で活躍し、徳

島市立体育館で行われた実業団日本リーグ戦ではダブルス

の試合に出場し、その活躍ぶりに県関係者一同感動したこ

とは記憶に新しい。バドミントンで実業団に就職した選手

1号となった。

平成3年、熊本開催の全中大会に徳島中学校の宮本・赤

岩・石井・堤・坂本が出場した。続いて、平成4年に行わ岩・イ]井・堤・坂本が出場した。続いて、半成4ヰにｲ].わ

b＝一一画一一一一一

ワ)女を迪じて初のljLI IJil制剥シングルス優勝の! | ' ll l選下

れた高岡大会にも徳島中学校の坂本・石井・岡本・浜尾・

堤・勝瀬が出場した。団体戦のメンバー全員がIﾉﾘ同大会の個人戦にも出場し、岡本・浜尾組は3位決
定戦まで進むことができた。この2年間に育った選手たちは城東高校へと進学し、後に徳島ﾘi4を代表

する国体選手として活躍した。その後は四国を突破する選手を生むことができず、苦渋の8年間とな
る。

平成5年、松前が加わり、平成6年から卜｣1休戦の出場枠がl県2校となった。 ｜『16 ． 7年には、 ｜几i

岡がシングルスで3位決定戦に進出。平成9年には、愛媛県新居浜市で全' |=!大会が行われた。 l几ll'il地

’
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区開催ということで、徳島中学校の久次米・林・阿部・蔭山・柳本らが何とか全中出場を目標に挑ん

だ大会だった。近県の強豪校との練習試合や強化練習会を積み重ねたが、健闘むなし<目標を達成す

ることができなかった。

その原因の一つが「外部コーチのみの指導だけでは四国は突破できない。香川県・愛媛県ともに中

学校の顧問教員が、バドミントンの専門でなくても、部活動に携わり、熱心な指導をしている｡」と、

当時徳島中学校外部コーチの漏らしたことばに集約される。さらに、県1位を保ってはいるが、選手

一人一人の資質を考えると、学校生活とバドミントンの様子に大差があること、 また、精神力の弱さ

など他県の強豪校の選手との違いも挙げられる。県中体連としても、バスケットボールやバレーボー

ルに比べ、バドミントン専門の体育教師が全く採用されていないことや、体育教師の顧問も配置でき

ない現状があった。

平成10年のことであったが、徳島中学校の県総体連覇が途絶え、団体戦に藍住中学校、平谷中学校

の2校が四国大会に出場した。この時期、県内では平谷中学校の横田・湯原、藍住中学校の羽里・森、

徳島中学校の井村浩子・井村桂子・谷らの活躍が目立った。

男子は、昭和62年の全国大会（春日井）に、城東中学校の永野（単）が出場することができた。当

時、県総体で城東中学校男子の別宮は、団体・単・複の3冠を達成したものの、四国大会で勝ち進む

ことができず、一方、永野は県総体を単2位で通過したが、念願の全中大会に出場を果たすことがで

きた｡しかし、健闘むなしく滋賀県日吉中と対戦し、 1回戦敗退という結果となった。

その後の男子の四国大会出場回数を調べてみると、 （平成6年からは2校の出場枠）城東中学校は

9回出場という常連校になり、富田中学校3回、 日和佐中学校は2回、平成7年～9年の3年間は藍

住中学校、平成10年～12年の3年間は加茂名学校が出場した。しかし、上位進出が果たせず、やはり

男子においては香川の壁が厚かった。個人戦（単）では、平成9年八万中学校の谷、平成10年には同

じく八万中学校の松原も第3位決定戦に進出したものの、惜しくも敗退した。この原因としては、ジ

ユニアチームに男子選手の所属が少ないことが挙げられる。徳島県は昔から男子は野球やサッカーを

好み、なかなかバドミントンに興味をもつ男子がいない。中学校に入学してからバドミントンを始め

るケースが多いため、他県に追いつくにはまだまだ時間がかかりそうである。

5充実期(平成13年～20年）

この時期は、 まさにジュニア強化が花を開き、徳島中学校女子団体が四国大会6連覇を果たし、団

体・個人ともに各全中大会で華々しい活躍ぶりであった8ジュニアでの選手の育成に加え、学校現場

との一体化が選手たちの技術・精神力向上の成果として表れ、実を結んだといえる。また、平成18年

には徳島市立体育館で全中大会が開催され、少ないスタッフが信頼と結束を高め、一致団結し、身を

粉にして運営して得た栄えある大会となった。地元開催とあってプレッシャーもひときわ大きかった

が、団体・個人単の2冠全国制覇という輝かしい結果を残すことができた。

全中大会の実行委員長を務めた（県専門部長平成13年～18年）生田泰之先生は、平成18年4月、徳

島中学校に設置された全中事務局室に毎日通われ、膨大な事務をはじめスタッフの指揮を執り、諸関

係者へのあいさつなど、多面において手際よく計画や実践をされていた。時には、夜が明けるまで会

議や作業を行うなど、昼夜を問わず大会成功のために尽力された。

平成13年、内町小ジュニアから大阪（全小3位) ･仁木（全小16強）が徳島中学校に入学し、チー

ムの雰囲気が一変して活気づき、当時在学中の3年生の麻植・井村桂（滋賀女子・神戸学院大学出

身） ・中川・近住、 2年生の前田（新田高校・日本福祉大学出身） ら上級生たちの潜在能力を引き出

した。この年、徳島県初の全中大会（広島大会）では団体準優勝を成し遂げた。また、個人戦では麻

植（聖ウルスラ高・立命館大学出身） ・大阪あや（聖ウルスラ高・関西学院大学出身）組（複）の5

位入賞が徳島県内を騒がせた。まさに徳島県人にバドミントン競技を知らしめることとなった

平成13年､この年の四国大会は徳島市立体育館で行われ､相生中学校が予選リーグのIJ1体戦で香川・

愛媛の強豪校に競り勝つなど、すばらしいチームカを見せた。しかし、決勝トーナメントの準決勝で
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徳島中学校と対戦し、接戦の末惜しくも敗退した。決着がついたのは午後9時前で、熱くて長い戦い

であった。相生中学校の監督は、平成7年～12年まで専門部長を務めた伊藤浩二先生で、恵まれない

練習環境の中、熱心で地道な練習を積み重ね、結果を残した。伊藤先生においては専門部長時代、献

身的な仕事ぶりで、一人で県中体連バドミントン専門部を背負って来たといっても過言ではない。ま

さしく伊藤先生なくしては語れないぐらいの、なくてはならない存在である。

平成14年には、昨年の徳島中学校チームに西紗由美（愛媛大学出身）がメンバーに加わり、 またし

ても全中大会（大津大会）団体準優勝、個人（単）大阪の5位。相生中学校の井上・小川組も初めて

全中大会に出場した。

平成15年、徳島中学校は立川（城東高校・関西大学出身）を加え、北海道旭川で行われた全中大会

で、 3年連続団体戦準優勝という結果を残した。好成績ではあったが、 またしても一歩及ばずと関係

者一|司ため息を漏らした。 しかし、大阪あやが個人(単)で全国優勝を果たし、仁木純子(城東高校．

愛媛大学出身） ・西紗由美の個人（複）は5位入賞と健闘した。この時、 3年後の徳島大会での悲願

の団体優勝を夢見て、会場を後にした。

平成20年、 インターハイで団体・単・複の3冠という輝かしい徳島県初の快挙を為し得たのは松友

美佐紀（聖ウルスラ高校･日本ユニシス）である。松友は、神原靖奈（聖ウルスラ高校.日本福祉大学)、

水口愛梨（城東高校･百十四銀行)、藤本香奈（徳島北高校･龍谷大学） らと平成16年に徳島中学校に

入学し、松友を中心とし、当時3年の姉松友仁美と久次米・ 2年の國安、 1年の神原で平成16年、全

中（茨城）大会団体第3位。団体の順位は一つ落としたものの、個人では松友(仁） ・久次米組は第5

位と健闘した。また、藍住東中学校の羽里･氏家組も四国大会を2位で通過して同大会に出場した。

ヴr■

第34回全国中学校バドミントン大会土羅嬢？識;黒匿

平成17年の全中(岐阜)大会では、水口がメンバーに加わり団体第5位。しかし、松友が個人戦(単）

第3位に入賞することができ、いよいよ平成18年の徳島（全中）大会での頂点をめざし、徳島中学校

の再スタートとなった。

阿波踊りの熱気も吹き飛ばす勢いで、平成18年8月17日を迎えた。会場は徳島中学校にとって校区

でもある徳島市立体育館、いわゆるホームでの全111大会であり集大成であった。開催県枠として、相

生中学校も出場し、同学校の樫栄・宮lll奇組が四国大会を2位で通過して個人戦に挑んだ。男r-も|'1じ

く開催県忰で城東中学校の庄野、東ロ、東I｢|、川内中学校の金森が出場した。徳島中学校の選手たち

は、献身的に運営してくれているスタッフ全員の期待に応え、順調に勝ち進み、みごと卜j1体で全国の

頂点に立つことができた。決勝は、 3年前に負けた宮城県の聖ウルスラ学院英智中学校とのリベンジ

戦であった。松友が単で圧勝し、神原。水11組で念願の優勝を決めた。藤本｡ l11本杏組もねばりのあ

るl'l熱したすばらしい試合だった。個人でも松友（単）の優勝。 （複） ネIII原・水1 1#llは第5位。徳烏

県2人| ｜のiii優勝、川体悲願の金岡制覇を果たした。開催県ならではの達成感であった。先にも述べ

たように、松友はインターハイトップ校の聖ウルスラ学院英糾高校に進学し、 1年からiﾐﾉj選手とな

‘
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り、数々の大会に常に上位を保ち、活躍している。平成20年度インターハイでは、 3冠を達成した。

（団体・個人単・複)。平成21年度インターハイでは惜しくも準優勝（個人単） となったが、 12月に

開催された第63回全日本総合バドミントン選手権大会では、高校生としては6年ぶりに個人単で4強

入りを成し遂げた。高校卒業後は、 日本ユニシスに入社し、 2016年のリオデジャネイロオ1ノンピツク

では、メダルを獲得することを期待したい。

男子選手を明記すると、

平成ll年杉内一浩（八万中一城東高一金沢学院大）

12年笠井飛鳥（加茂名中一城東高一徳島大学医学部）

杉本健一（加茂名中一徳商高一金沢学院大）

13年日和佐中が四国大会決勝トーナメント進出

川島誠吾（日和佐中一徳商高一大阪経済大）

椎野隆大（八万中一城南高一関西大）

14年武田直也（日和佐中一徳商高一京都産業大）

15年大倉弘樹（藍住東中一新田高一京都産業大）

福家康記（八万中一城南高一同志社大）

16年中山慧（川内中一城東高一尾道大学）

17年森本亮（藍住東中一柏原高）

鏡裕樹（藍住東中一徳商高）

土橋拓弥（藍住中一板野高）

森本．鏡組が全中大会（岐阜）個人複に出場

18年金森優太（川内中一新田高一法政大）

19年福家匠麻（八万中一城南高一同志社大）庄野正博（城東中一徳商高）

20年齋藤裕進（加茂名中一徳商高）木村友輔（藍住中一村野工業）

21年水口恭兵（徳島中一村野工業高）四国単（準優勝)、全中出場

22年水口恭兵（徳島中一村野工業高）四国単（優勝)、全中出場

23年吉岡和真（徳島中一聖ウルスラ学院英智)､新田将大(徳島中一城東高)(複)､全中出場
樫山哲也（城東中一徳商高）

24年川崎右京（城東中一徳商高)、佐藤侑紀（藍住東中一徳北高）
25年岡蒼太（城東中一徳商高） ・-

が挙げられる。

平成20年には、徳島中学校の藤本陽奈（単）をはじめ、國安涼可．山本桜子（複)、金森望（単）
らが四国大会で3冠を果たし、全中大会（福島）に出場。

平成21年には、同じく徳島中学校の、金森望（四国大会優勝（単)、塚本祥子、久田佳奈、金澤加
奈、四宮詩織で四国第2代表として全中大会（長崎）に出場。

平成22年金澤加奈、四宮詩織（徳島中）四国出場

23年鶴熊美樹、森隆子、山下華奈、露口有香(徳島中)､岩崎遥香(羽ノ浦中）

四国第3位、全中出場

24年亀島珠美、廣田美柚(徳島中)、四国出場

京野沙耶、岩崎楓由(徳島中)(複)全中出場

25年京野沙耶、岩崎楓由全中複第9位。四国優勝

今後は、更に中学生の育成に携わる熱心な指導者が育ち、バドミントン競技の向上に繋がることを
期待したい。
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徳島県小学生バドミントン連盟の歩み

徳島県小学生バドミントン連盟加藤真人
1 咄 』

徳島県小学生バドミントン連盟は、 日本ジュニアバドミントン連盟が設立され、全国各地にジュニ

アバドミントン連盟が発足したことを受け、平成9年4月1日に設立され、会長に藤本孝彰、副会長

に吉田泰造・山本英男、理事長に植田宏和という役員体制でスタートした。藤本氏は中学校教員とい

う立場から、赴任先の中学校にバドミントン部を創設し指導にあたられる等、バドミントン競技人口

の増加・底辺拡大にご尽力いただいた。吉田氏は地元である渭北およびその周辺地域でバドミントン

の普及につとめられ、 また植田氏は、小学校教員として小学生にバドミントンの楽しさを説きながら

自身もジュニアクラブの指導者として活躍された。

発足当時の加盟クラブ数は10クラブで、登録人数は104名であった。加盟クラブの所在地は県内で

も二極化され、徳島市および藍住町といった徳島市内周辺地域と那賀郡および海部郡日和佐町（現在

の美波町） といった県南部で連盟が発足する以前から盛んに活動が行われていた。

連盟が発足する以前は、小学生の大会は徳島県バドミントン協会の主催で行われていたが、平成9

年の連盟設立をきっかけに小学生連盟の主催のもと行われるものとなった（徳島ジュニアオープン・

全国小学生ABCバドミントン大会県予選は現在も徳島県協会主催)。

平成10年度には、 日本ジユニアバドミントン連盟が日本小学生バドミントン連盟と改称したことに

伴い、本県でも平成11年より徳島県小学生バドミントン連盟と改称し、現在に至っている。

それぞれのクラブでの精力的な指導者のもと、選手たちは力をつけ、平成10年度には第3回全国小

学生都道府県対抗バドミントン大会で徳島県代表選手の井村桂子（内町バドミントンクラブ） ・兼市

加奈・原野安由美（ともに赤松スポーツ少年団）の活躍により、 3位入賞を果たした。

徳島県女子は3チームでの予選リーグをl勝1敗ながら得失点差で1位となり決勝トーナメントに

進出。 2回戦で滋賀県を2－1で破り、準決勝で福岡県に0－2で敗れたが堂々の3位入賞であった。

この結果に県内の多くの小学生が刺激を受け、全国というより高いレベルを目指すようになった。こ

の点においては、三人の残した功績は成績以上のものではなかろうかと思われる。そして翌年の平成

ll年度には藍住エンジェルがクラブチームの団体対抗戦である第15回若葉カップ全国小学生バドミン

トン大会において、 3位入賞となった。

昭和63年に創設された藍住エンジェルは創部当時から監督である藤本伸が常に全国を意識した指導

をし、 よく県外への遠征も行っていた。それは「常に全国のレベルを見せ、体感させること」によっ

て、選手の練習への意識を高めることに目的があった。また、指導者・保護者・選手全体が「全国」

という目標に向かってひとつになっていたとも語っている。それらの要素が実を結んだ快挙であった。

その後も藍住エンジェルの活躍は続き、平成13年の第17回若葉カップ全国小学生バドミントン大会

において悲願の初優勝を果たした。 3チームでの予選リーグを2勝で1位通過すると決勝トーナメン

トも順調に勝ち進み、準決勝では三重ジユニアクラブ(三重県）を3－0、決勝では橿原ジュニア（奈

良県）を3-1で下しての初優勝であった。

また、藍住エンジェルは第19回大会において2度目の優勝を果たすことになった。この大会でも予

選'ノーグを2勝で1位通過すると決勝トーナメント準決勝では皇徳寺ジュニア（鹿児島県）を3－2

で下した。決勝では第17回大会と同じく橿原ジユニアとの対戦となったが、 3－2で勝利を飾り、 2

度目の優勝となった。

また、個人レベルにおいても県勢は活躍した。平成12年度にはこの年から開催された第1回全国小

学雌ABCバドミントン大会において、女子Aの部（小学5 ･ 6年）では内町ジュニアの大阪あや、

また女子Bの部（小学3 ． 4年）では藍住エンジェルの松友美佐紀がともに5位に入賞した。また第

91｢1Ifl玉1小学雌バドミントン選手権大会では、 6年生以下女子シングルスで大阪あや、 4年生以下女

1
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渭北体協I酢
豆

…昭和56年

g=吉岡 努

…男子20人．女子5人

匪…事務局/〒770-0816

徳島市助任本町3丁目1-3

盆088-625-0309

■

【クラブ創設のあゆみ】

昭和42年発足した徳島市渭北体育協会内での組織で昭和56年にバドミントン部が発足。

毎週月金曜日の週2回練習を行い、月曜日が技術練習／トレーニング､を中心とした蟇礎体力作り

に専念している。

金曜日は老若男女問わずゲーム練習で汗を流すと共に試合の感覚を磨いている。

又、若手中心で練習不足にならないよう練習前にはランニング更にトレーニング、フットワーク

と妥協を許さないほど練習に取り組んでいる。

中学生／高校生も受入、社会人がヒッテングパートナーを務め選手の育成にも力を注いでいる。

バドミントンを通じて、人と人とのつながりを大切にし、バドミントンの技だけでなく心も磨い

ていけるようなクラブを目指している。

大塚製薬バドミントンクラブ製 ク 夕
ケ

…昭和59年

…稲田雅史

…男子20人．女子6人

催…事務局/〒770-0928

徳島市川内町加賀須野463-10

か088-665-2126

､’

|｜
1

1.

膠
畢一

ｒ
』
ｒ
』

１

、 ｌ

ｆ

ｌ

Ⅱ

ー

＝』

0クラブ創設のあゆみ】

1984年大塚製薬株式会社が認め正式に発足しました。

それまでは、個人的に所属のグループ会社名を使用して参加、山下哲男氏の県選手権大会に連続

優勝など結果を残し。社会人から始めた者も成果を収めた。

再発足した実業団大会が開始されると、学生時代の未経験者が参加、グ､ループ会社の社員も集ま

り会社の体育館での練習も盛んになり、実業団大会で5チームも参加できるほど盛り上がった。

またグループ各社対抗試合を実施。

現在は大塚製薬株式会社の社内大会に多くのグループ社員が参加しています。
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徳島県バドミントン協会60周年,迅念,港

塚製薬ワジキエ場バドミントン部製 巳冒
■■ワ大

【設立年】 1991年4月1日

【代表者】近藤實資

【登録者数】男子22人・女子5人

【連絡先】〒774-0003

阿南市畭町新はり201-12

？｡isuk･大塚製薬

【クラブ創設のあゆみ】

1991年4月1日同好会として発足

1992年4月1日正式なクラブとして社内で承認される

部員は、大塚製薬ワジキエ場社員と○Bで構成され、それぞれの目的で和気藷々と活動しています。

那賀町民体育館毎週水曜日午後6時～8時

SeaDra只on(シードラゴン）口 9

【設立年】昭和57年

【代表者】佃 善博

【登録者数】男子10人・女子7人

【連絡先】事務局/〒771-4264

徳島市多家良町池谷190

声

I

【クラブ創設のあゆみ】

NTT体育館のこけら落としと共にNTT徳島バドミントンクラブを立ち上げ当初､よちよち歩きのクラ

ブ発足しました｡その後も部員不足でバドミントンの未経験者が大半で､大会参加より旅行目的を兼ねたク

ラブでした。

「来るものは拒まず､去るものは追わず｣誰でも入部｢○K｣のもと､活動を続ける中で､自前体育館の廃

止(H13)その後､運営費用等で練習場所を幾つか変更するなどいろいろな出来事を受け入れてきました。

現在､練習仲間も20名を超えるクラブとなっています｡チーム名もNTT職員の減少から公募により

「シードラゴン｣と改名し気持ち新たに再出発したところです｡地元より県外の試合に行くことが多く､バドミ

ントンを通じた輪も広がり恒例的(試合)に出向くようにもなりました｡比較的年齢層も高く､パワーよりテク

ニック重視で日々がんばっています｡「Sea D旧gon｣をよろしくI
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津田体育協会
■■

■■
ＦＬ

ケ

…昭和58年

g…米澤博己

…男子13人・女子22人

径…事務局/〒770-8002
徳島市津田町2-7-43-16

窓088-663-4020

【クラブ創設のあゆみ】

約30年前に、 PTA活動から発足。

10年後津田体育協会バドミントン結成それ以来の活動です。

男子13名、女子22名、大人子供合わせての地域スポーツ活動としてみんなで楽しんでいます。

司

徳島県教育委員会島 教 委
言

…平成元年4月1日

…森田 茂（不動中学校長）

…男子8人・女子1人

産…事務局/〒770-0002
徳島市舂日1丁目7番72号

輝尾明人

a090-4500-8485

‐
》
》

紳鯏0MIco""妨汐
TOKUSHIMA

一

【クラブ創設のあゆみ】

平成元年4月に、当時の新見泰志校長が発起人となり、徳島県教職員バドミントン連盟が発足しま

した｡これは､県下の教職員メンバーにより全日本教職員バドミントン大会出場に向けて創設されました｡そ

れと同時に､指導者･プレイヤーとしてのレベルの保持･向上に向けて､県内の実業団大会に限り､実業団連

盟への仲間入りをさせていただきました｡名称については､実業団規則にある「1つの事業所｣というしばり

から､新見泰志元校長につけていただきました｡あれから25年が経ち当時のメンバーで現役でプレーしてい

る人は数少なくなり､世代交代の必要な時期に来ています｡若い世代の方々には､全国大会に向けて他の実

業団チームの方々としのぎを肖|ﾙﾉ､レベルの向上を目指してほしいと思います｡熟年世代の方々には､全国

出場はもちろんのこと､健康の保持や指導者としての情報交換の場として､男女を問わず入会していただ

けることを望んでいます。
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徳島県バドミントン協会60周年記念誌

徳島県庁バドミントンクラブ庁
－

一
一
一
一

昭和57年

牛川 務

男子29人・女子6人

〒770-8024

徳島市西須賀町東開48-7

盃090-8756-9078

1

’

’
1

【クラブ創設のあゆみ】

当クラブが産声を上げたのは昭和57年で、産婆さんは西野昌明・県バドミントン協会会長（当時：

阿波銀行県庁出張所長）でした。

旧県庁の中庭で昼休みのレクリエーシヨンに興じていた競技歴が皆無の創生期メンバーを、いき

なり 「県冬期実業団大会」に引っ張り出したのです。結果は散々なものでしたが、その後、長年に

渡り部長を務めた牛川務氏が加わり、また、昭和59年度には練習拠点となる「徳島県職員会館」が

完成するなど、少しずつ充実してきました。

結成30年余り、県や四国の「実業団大会」をはじめ、今は無き県「官公庁大会｣、香川県庁・和歌

山県庁との「三県対抗大会｣、県庁内の職場対抗「職員大会」など、まずまずの活動内容ではないか

と思います。これからも、積極的に活動していきたいと思います。

鳴門バドミントンクラブク

【設立年】昭和53年

【代表者】松田めぐみ

【登録者数】男子8人・女子1人

【連絡先】事務局/〒772-0053
鴫門市0烏門町黒山246-31

盆088-687-0431

1クラブ創設のあゆみ】

徳島県バドミントン協会創立60周年、おめでとうございます。心からお喜び申し上げます。

I烏門バドミントンクラブは、昭和40年代後半に、市役所職員と市内の民間事業場に勤務する愛好

者15名ほどが週2， 3回0烏門市民会館で練習を開始したのが始まりで、学生時代の経験者が初心者

を指導しながら徐々に愛好者を増やしていき、昭和53年に発足しました。その後部員は約50名まで

に増え、試合に出場するだけでなく様々な行事を催して親睦を深め、アットホームな雰囲気で活動

してきました。

今現在、クラブ設立時のメンバーはすべてクラブを離れ、練習に参加するのは社会人数名と0烏門

高校生合わせて10人前後になりましたが、毎週水曜日アミノバリューホールで練習に励んでいます。
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日亜化学工業バドミントン部
季

【設立年】 2002年1月

【代表者】六車和也

【登録者数】男子3人

【連絡先】〒774-8601

徳島県阿南市上中町岡491番地

公0884-22-2311(代）

⑰MにH帆

【クラブ､創設のあゆみ】

私たち日亜化学バドミントン部は男子30名女子4名で活動し初心者から経験者まで楽しく一緒に

練習しています。

主な活動は徳島県実業団選手権を始め徳島県内の大会に多く参加しています。

倉|｣立当初は人数も少なく、なかなか勝てない日々がありましたが今では人数も増え徳島県実業団選

手権で団体・ダブルスで優勝するなどレベルも高くなってきています。

また、最近では日亜化学バドミントン部が主催の大会【日亜カップ】なるものを年2回開催し近

隣のクラブチームの方にも参加してもらい交流を深めています。

これからも県内で積極的に活動していきたいと思います。

八万体協バドミントン部体万
■P

…昭和50年頃

…福家秋男

…男子15人・女子12人

産…事務局/〒770-8073

徳島市八万町上福万181-2

盆088-668-3345

－－

』
〆

0クラブ､創設のあゆみ】

創立60周年おめでとうございます！ ！

我が八万体協は徳島県の中でも最古参に近いクラブです。現在男女共に、徳島県のトップクラス

の選手達が集まり互いに切蹉琢磨しながら更なる技術を磨いております。生涯スポーツのバドミン

トンである為、 トップ選手だけでなく老若男女も混じりながら伝統を絶やさぬよう頑張っておりま

す！ ’
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徳島県バドミントン協会60周年記念識

三BACCHUS(バッカス）

四刀

ス

【設立年】平成13年

【代表者】加藤真人

【連絡先】事務局/〒773-0023

徳島県小松島市坂野町目佐23-1

念090-8972-4431

良良
畠
L一

ｄ

■
供
■ ｄ

■
供
■

P■

1卿l震、弓、＝LA＝& ＝

P

貝

&黙
Gクラブ創設のあゆみ，

徳島県バドミントン協会倉|｣立60周年、おめでとうございます。心からお喜び申し上げます。

バッカスは2001年、小松島勤労青少年ホームに集まって練習をしていたメンバーで立ち上げ、キ

ャプテン加藤を中心に活動を開始しました。

勝つことよりも練習に対する熱意や礼儀、チームワークを尊重し、 “走り出せば間に合う”をモッ

トーに、火木の週2回坂野中学校体育館で練習しています。

県大会などの個人戦・団体戦に積極的に参加し、メンバーそれぞれが経験を積み、 2012年には「第

58回徳島県クラブ対抗大会」で初優勝しました。

今後も“団体戦で優勝すること” “四国総合選手権大会に出場し勝利すること”を目標に、練習に

励んでいきたいと思います。

松茂体協体

|■■■■■【設立年】昭和54年

【代表者】久次米慶二

登録者魏男子32人．女子8人

陣絡先】事務局/〒771-0218
松茂町住吉字住吉開拓92-3

冠088-699-4669

「

⑨同

感
師
■ 』

1

多き
7

' ．
U I ノ

… L

ヨl尉唾列ゆり

設立は1979年12月松茂町総合体育館の完成と同時に発足。

地域住民の生涯スポーツの－つとして承認された。

練習は火・木曜日の20時より続いている。
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学バドミントンク ブ大国］L 』四
，

｜
’

…昭和46年

…学長:松菫和美
顧問：山本光憲・山根文彦

…男子8人･女子7人､

腫溺事務局/〒771-1192
徳島市応神町古川字戎子野123-1

四国大学内

容088-665-1300

0）あ|砲DC弓
Ｆ

四国大学バドミントンクラブは、女子大学時代の昭和46年に創設されました。平成4年の全学男

女共学化に伴い初の男子部員が誕生し、多くの方のご支援をいただきながら、昨年40周年を迎えま

した。主に徳島県内の大会を中心に活動しており、各大会において数々の好成續を収めています。

四国地区大学総合体育大会では、昭和61年に初めて3位に入り、平成20年に女子シングル準優勝、

21年には女子ダブルスが準優勝しています。また、 21年に行われた中四国学生バドミントン選手権

大会では、女子ダブルスが初出場で3位と好成績を収め、同年から2年連続で全国大会出場を果た

しています。

現在、部員数は15名とピーク時の3分の1になっていますが、諸先輩の成續を超えられるよう部

員一丸となって日々練習に取り組んでいます。

徳島文理大学バドミントン
■■■■■■

又 大 部 －2
マ ーロロ

【クラブ創設のあゆみ】 －

徳島文理大学バドミントン部は少ない人数ではありま

すが日々練習に取り組んでいます。大会では目立つよう

な成績を納めてはいませんが、各自がそれぞれの目標を

もち、自分に合った練習を自主的に行っています。バド

ミントンに対して熱い思いをもった人が非常に多いです

し、みんな共通でとてもバドミントンが大好きです。チー

ムの雰囲気もよく、体育館の設備も整っているので練習す

る環境はとても素8冑らしいです。大学生活でバドミントうる環境はとても素8冑らしいです。大学生活でバドミントン

I r

をするという経験を各部員の人生の糧に

なるような部活になっていけばいいと思います。県外の大会にも積極的に参加し、良い結果がでな

くても、県外の選手のプレーを見て、自分の動きに合わせこれからの練習につなげていきたいと思

います。そして、だれもがバドミントンを楽しく続けてほしいと思っています。
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徳島県バドミントン協会60周年記念鑑

鳴門教育大学バドミントン部

函入

【代表者】学校長：田中雄三

【登録者数】男子15人・女子14人

【連絡先】学生課学生生活支援チーム

〒772-0051

徳島県U烏門市鳴門町高島中島748

U烏門教育大学内

盆088-687-6117

~石一F ● =甲一一一

【クラブPR】

クラブ活動を通して、部員の体力向上に努め、スポーツマンシップおよび協調性を育むことを部

の目標としています。

男女共に、仲良く、楽しく、そして強く、上手くなるために、日々練習しています。経験者も初

心者も活躍しており、経験、未経験と関係なく頑張っています。

四国インカレでは、準優勝したダブルスもあり、本気の人もたくさんいます。

主な活動は舂季・冬季徳島県四大学合同定期戦、四国インカレ、○B戦、全国教育系大学バドミ

ントン選手権大会、徳島県内各種大会等への出場としています。

t
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穴吹高等学校バドミントン部校

…昭和53年度

g…学校長：中妻敬二
顧問：松浦喜代・新名和美

…女子14人

唾…美馬市穴吹町穴吹字岡33

【クラブ創設のあゆみ】

私たち穴吹高校のバドミントン部は、私たち穴吹高校のバドミントン部は、部員の全員が高校へ入学してからバドミントンを始め、こ

れまで運動部に所属していなかった部員も多くいます。また、なかなか時間のとれないなか、週4

日から5日の練習で、ランニングから始まり素振り、フットワーク、基礎打ちと主に基本的練習を

中心に行っています。 3年生が引退して実質的には7名ですが、少人数で先輩後輩の関係なく和気

藷々と仲良くできるので楽しみながら練習に参加しています。

県大会では、なかなか勝ち進むことはできません。練習や練習試合を多く経験する中で、－つで

も多く勝てるよう、メリハリのある練習や決して諦めない粘り強さを身につけられるように日々練

習に頑張っています。

阿南工業高等学校バドミントン部 _2
rア

~

…昭和41年．

-吉成克則

顧問：宮北美穂・高城幸大

…男子28人

匪…事務局/〒774-0045
徳島県阿南市宝田町今市中新開10の6

恋0884-22-1408

【クラブ創設のあゆみ】

阿南工業は歴史と伝統のあるチームです。県総体でバドミントン競技の団体戦が始まった当初か

ら参加しています。阿南工業は昭和50年前後の黄金期を経て、戦續に浮き沈みはあるものの「継続

は力なり」 「蟇本を大切に」と基礎・基本を大切に今も練習に励んできました。バドミントン協会の

運営にも支えられ、いろいろな相手との試合を経験しながら、徐々に成長してきています。現在、

専門の指導者はいません。部員のほとんどは未経験者で、なかなか思うようにプレーすることがで

きず、挫折しかかったことが何度もあります。その都度、DVDを見たり、練習本を見たりし、試

行錯誤しながら部員一丸となって練習に取り組み、乗り切ってまいりました。今後も「創造．飛躍」

の校訓のもと、更に上を目指し頑張っていきます。
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高等学校バドミントン部校新野 戸
季

…昭和29年

g=朝日絢子

…女子6人

径…事務局/盆0884-36-3215

l 唾■
壷 さ型

Rー
ユニエ

【クラブ創設のあゆみ】

徳島県バドミントン協会倉I｣立60周年、おめでとうございます。心からお喜び申し上げます。現在、

新野高校のバドミントン部は高校からバドミントンを始めた初心者がほとんどです。女子6名と少

ない人数ですが、バドミントンが好きで－勝でも多く試合に勝ちたいという気持ちで毎日の練習に

取り組んでいます。これからも今の気持ちを大切に、－日一日前進していけるよう頑張りますので

今後ともご指導よろしくお願い致します。

最後になりましたが、徳島県バドミントン協会のますますのご発展をお祈りいたします。

板野高等学校バドミントン等 校 部

【代表者】学校長：小島 棯

顧問：船越崇嗣・篠原有里

コーチ：吉田 格

【登録者数】男子10人・女子7人

【連絡先】事務局/〒779-0102

徳島県板野郡板野町川端字関ノ本47

徳島県立板野高等学校

公088-672-1101

【クラブ創設のあゆみ】

徳島県立板野高等学校バドミントン部は、本年度男子10名、女子7名で活動を行っています。小・

中学校からバドミントンを続けてきた部員もいますが、高校に入ってからバドミントンを始めた部

員も多くいます。毎日基礎的な練習を中心に、少しずつ技術のレベルアップを目指しています。チー

ム内では男子と女子の仲も良く、互いにアドバイスをしあいながらお互いを高めあうことを目標に

しています。時にはきつい練習もありますが、大会での上位への進出を目指してこれからも練習に

励んでいきたいと思っています。
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海部高等学校バドミントン部 -戸
ウ

【設立年】平成16年

【代表者】学校長：佐々矢寸志

顧問：寺内伸好・松岡洋介

【登録者数】男子1人・女子6人 ．

【連絡先】事務局/〒775-0203
徳島県海部郡海暘町大里字古畑58‐2

海部高校公0884-73-1371

【クラブ創設のあゆみ】

海部高校は、県最南端に位置し、 ｜日の日和佐高校、海南高校、宍喰商業が統合し誕生した学校で、

今年度創立10周年を迎えました。バドミントン部も倉|｣立と同時に誕生し、まだ歴史の新しいチーム

です。部員の多くは、地元の海部郡内の各中学校出身者で占められています。ほとんどの生徒は、

バドミントンは高校始めですが、毎日、熱心に練習に取り組んでいます。地理的な要因もあり、練

習試合がなかなか行えない、遅くまで練習できないといった問題点もありますが、限られた時間の

中で内容の濃い練習を日々行っています。 3年生が引退し、現在は男子1名、女子6名と少し寂し

い状況ですが、今後も日々練習に精進していきたいと思います。

学校バドミントン部校小松島
一
一

等 戸I亘
ケ

』
か

【設立年】学校長：出口健一

【代表者】顧問：西堀孝幸．原井干聡

【登録者数】男子7人・女子15人

【連絡先】事務局/〒773-0010

小松島市日開野町字高須47-1

小松島高校

念0885-32-2166

１
－
１
１

i
【クラブ創設のあゆみ】

小松島高校バドミントン部は、創立年は不明ですが、昭和42年の総体で女子団体第3位という記
録が残っています。今年度は男子7名、女子15名の計22名で活動し、 6月の総体で3年生が引退し
たあとは12名での活動となりました。現在の2年生は4名と少ないながら、部の中心となって活動

を引っ張っています。最近では経験者の入部が少なく、初心者で入部する部員が多くいます。初心
者として一からフットワークや打ち方を覚えるのは時間がかかりますが、一生懸命練習|こ励んでい
ます。地道に練習することで、初心者から始めた部員も試合で勝つことができるようになっていま

す。また、部員同士で練習内容を考えたり、お互いできていないところを指摘し合ったりして、全

員で練習に参加できる雰囲気作りを心掛けています。これからもバドミントンを続けることで、技

術向上だけでなく、努力することや礼儀を重んじることを大事にしていきたいです。
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小松島西高等学校バドミントン部

竺寺

校 戸
‐

【設立年】昭和41年

【代表者】学校長：岩浅芳行

顧問：大西はつき・亀島木綿子・伊勢真里

【登録者数】男子5人・女子10人

【連絡先】事務局/〒773-0015

徳島県小松島市中田町字原の下28の1

公0885-32-0129

【クラブ創設のあゆみ】

小松島西高校バドミントン部は、昭和41年に誕生し、昭和43年度には男子が、昭和44年度・48年

度には女子が県総体で団体優勝という実績のある部ですが、近年部員不足で苦しい時期もあったよ

うです。最近でも部員が少なく練習が困難な年もありましたが、どうにか今に至っています。

現在は、他の部活動との関係で毎日体育館は使用できませんが、体育館では基礎的な練習を中心

に、体育館外では、ランニングなど体力トレーニングを中心に、工夫して活動しています。

バドミントンを通して、心身を鍛えるとともに、先輩達が築いてきた伝統を守り、発展させたい

という想いを胸に、日々地道に練習に励んでいます。

西高等学校神山分校バドミントン部

竺一】

校城 β
一

【設 五年】不明

【代表者】中川 望

【登録者数】男子4人

【連絡先】事務局/〒771-3311
徳島県名西郡神山町神領字北399

a088-676-0029
《

【クラブ創設のあゆみ】

現在4名の部員で放課後活動しています。初心者が多く、試合にはなかなか出場できませんが、

毎日一生懸命練習に励んでいます。
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高等学校バドミントン部城
■■■■■■■■

園
ケ

【代表者】校長：尾崎好秋

【登録者数】男子7人・女子11人

【連絡先】事務局/〒770-0853

徳島市中徳島町1丁目5番地

恋088-653-9111 圃088-653-3103

一

一

●凸
②

’

一
一

一

一

◆
寺

一一－

L ョ

【クラブ創設のあゆみ】

徳島県バドミントン協会創立60周年おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。

城東高校バドミントン部は、創部以来、県高校バドミントン界をリードするべく数々の実績を残

してきました。男子は、県総体で団体優勝すること11回、女子は22回にのぼり、今年度はインター

ハイ10年連続出場の功續を讃えられ、全国高体連より表彰されました。また、全国大会においても、

インターハイ学校対抗ベスト16、全国選抜大会個人ダブルスベスト8、国民体育大会4位に入賞す

るなどの好成續を遂げています。

現在、部員は男子7名、女子11名と少人数ですが、さらなる全国上位を目指し、また、校訓であ

る「文武両道」を胸に日々の練習に励んでいます。

南高等学校バドミントン部城
一F

～

…昭和42年

g=泉 始位・丹羽 菫．安藝恭子

澤田知佳

…男子19人・女子24人

歴垂鯛徳島県立城南高等学校
徳島市城南町二丁目2番88号

B088-652-8151

【クラブ創設のあゆみ】

城南高等学校バドミントン部は「楽しく・元気に．－球懸命」をモットーに活動しています。倉|」

部から約半世紀を迎え、先輩方の活躍を礎に新たな歴史を刻めるよう日々活動しています。

部員は初心者から経験者までと様々ですが、各自の目標に向け練習に励んでいます◎ 3年前に念

願の男女アベック四国高等学校総合体育大会大会出場を果たして以来、毎年男女揃って県大会ベス

ト4入りを果たしています。また、過去には全国高等学校総合体育大会に出場した部員もいます。

部員同士互いに切蹉琢磨することで、技術面のみならず精神面の強化にも努めています。

「文武両道」を目指す城南健児として、指導・応援してくださる皆さんへの感謝の気持ちを忘れ

ることなく、今後もチームー丸となって活動していこうと思っています。

堅
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内高等学校バドミントン部

生面

校城ノ

…昭和55年

【代表者】学校長：岩崎 洋

顧問：平田義明・野口 洋

【登録者鋤男子16人・女子16人

陣絡先】事務局/〒770-0003

徳島県徳島市北田宮1丁目9番30号

盆088-632-3711

【クラブ創設のあゆみ】

城ノ内高等学校は昭和55年に開校しましたが、開校時からバドミントン部が発足しており、以後

現在まで継続して活動しています。平成17年に四国大会に出場して以来、上位進出から遠ざかって

いますが、日々「自ら考えて取り組む」ことをモットーに地道に練習に励んでいます。競技力の向

上だけでなく、チームとしての一体感も大切にする伝統で、部員同士の仲も良く、一人一人を大切

にし、全員の上達を目標に頑張っております。

北高等学校バドミントン部

竺圖

校城

【設立年】昭和49年

【代表者】学校長：天羽俊夫

顧問：砂田惠梨・福本 惠

【登録者数】男子11人．女子19人

【連絡先】事務局/〒770-0003

徳島市北田宮4丁目13番6号

城北高校盆088-631-8105

咄

【クラブ創設のあゆみ】

徳島県バドミントン協会創立60周年、おめでとうございます。心からお喜び申し上げます。

城北高校は平成24年に創立70周年を迎えて、バドミントン部もより活発に活動しています。現在

城北高校バドミントン部は、 3年生引退後、男女計19名で日々練習に励んでいます。所属している

部員の約半数がバドミントン初心者ということもあり、日頃は体力づくりのためのトレーニングや

フットワークといった蟇礎的なメニューを重点的に取り入れて、練習を行っています。県の大会で

勝利することは難しいところもありますが、男女とも四国大会出場を目標として、部員全員が一丸

となり、日々努力を菫ねています。

今後も、城北高校バドミントン部を支えてくださっている顧問の先生方、コーチに部員一同感謝

の気持ちを忘れず、目標に向かって頑張っていきますので、ご指導よろしくお願いします。
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学校バドミントン部校徳島科学技術
’
’
一

等Eヨ

…平成21年

g=校長：加渡義治

顧問：籔内彰人・篠山美紀・澤田慎也

…男子27名

…事務局/〒770-0006
徳島県徳島市北矢三町2-1-1

窓088-631-4185

【クラブ創設のあゆみ，

徳島科学技術高校は平成21年に徳島工業、徳島東工業、水産が合併してできた倉|｣立5年目の高校

です。現在は部員数が27名と多く、練習コートの確保が難しい状況です。練習では高校に入ってか

ら始めた人も多いので、素振りやフットワークなど蟇本練習に時間をかけています。練習時間も短

く、場所も限られているので、練習への集中や練習の目的・意義を考えて取り組むようにしていま

す。旧徳島工業、 ｜日徳島東工業のバドミントン部ではインターハイや四国大会への出場も果たして

おり、我々も先輩方に負けないように四国大会、全国大会への出場をめざし、部員一丸となって練

習に取り組んでいきたいです。

徳島北高等学校バドミントン部 β
ー

…平成15年

…笹田貴志．田上智裕

…男子18人．女子11人

匪…壷088-698-8004

U~

‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
二
■
Ｐ
。
一
一
’
’
１

【クラブ創設のあゆみ】

昨年の総体では、一人一人が全力でプレーした結果、悔いのない試合をすることができ、最高の

思い出を作ることができました。四国総体に出場することを目標に、部員が一丸となり周りの方々

への感謝の気持ちを持って精一杯努力していきたいと思ってます。
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徳島商業高等学校バドミントン商業

竺国

校 部

…昭和48年

【クラブ創設のあゆみ】

徳島商業高校バドミントン部は、徳島商業高校バドミントン部は、 同好会として発足し昭和48年に部に昇格しました。当初から全

国大会に出場するなど徳島県のバドミントン界をリードしてきました。しかし、四国での大会で勝

利することは非常に難しいですが、あきらめずに上位を目指して日々努力しています。

現在、県大会2回戦進出が目標とする選手から、全国での勝利を目標とする選手など幅広い選手

層がいるなか、部員同士、試行錯誤しながら「己に勝つこと」をモットーとし、プレーの技術向上

はもちろん何事にも全力を尽くす練習を行い、精神面の成長、努力することを大切にして練習に励

んでいます。

勝つことを最大の課題としながら、まずは伝統ある徳島商業で－番の部活になることをめざして

部員一同切蹉琢磨しながら練習に励んでいます。

徳島市立高等学

竺吾

校
グ

…昭和36年

【代表者】宮城真人

…男子10人・女子21人

【連絡先】事務局/〒770-0872

徳島市北沖洲1丁目15番60号
"t－

【クラブ創設のあゆみ】

徳島市立高校は倉|｣立50周年を迎え、徳島市立高校は倉|｣立50周年を迎え、 新校舎も完成し新たなスタートをきりました。体育館のサブ

アリーナを中心に毎日練習に励んでいます。創部以来、自主自律の校風のもと、キャプテンを中心

に部員たち自らが練習内容を考え、体力と技術力の向上に努めています。今年度は新入生の入部が

多く、部全体が活気づきました。高校からバドミントンを始めた1年生も多くいますが、互いに練

習や試合の様子をチェックし合い、アドバイスし合って、早く追いつけるように懸命に練習に取り

組んでいます。その様子が上級生や経験者にもいい刺激になっています。そしてこれからも、先輩

方がつないでこられた良き伝統を引き継ぎながら、自分たちの特徴を出していけるよう地道に努力

を菫ねられるバドミントン部を目指していきたいと思います。
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国岡西高等学校西

1

マ

…不明

g…顧問：中川'|頁一郎

…56人

産…事務局/〒774-0030 ・
徳島県阿南市富岡町小山18－3

壷0884-22-0041 四0884-23-4579

【クラブ創設のあゆみ】

三岡西高校バドミントン部は男子33名女子23名で活動しています。未経験のものが多く、メニュー

も自分たちで考えて練習に励んでいます。大人数のため練習場所と時間を確保するのは大変ですが、

多くの仲間とふれあうことでよい刺激となっています。

日々の練習や各大会を通して技術や精神を高めていきたいと思っていますのでどうぞよろしくお

願いします。

高等学校羽ノ浦校バドミントン部犀等 校 校
一
一
田 東面

qP

…不明

…学校長：中原和人
顧問：富永保典・岡久くみ子

…女子8人

匪…事務局/T779-1101
阿南市羽ノ浦町中庄市50番地1

盆0884-44-2054

【クラブ創設のあゆ詞
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徳島県バドミントン協会設立60周年おめでとうございます。

私たちバドミントン部は少人数ながら毎日いきいきと練習に取り組んでいます。専門的な指導を

行える顧問の先生がいないので、経験者を中心に、フットワークや基礎打ちなど蟇本的な練習を中

心に行っています。また、自分たちで改善すべき点を注意しあいながら、技術向上を目指していま

す。勉強との両立は難しいですが、一人一人が学習面においても部活動面においても一生懸命取り

組んでいます。そして、楽しくみんなで協力し合って、良い雰囲気で練習をしています。たまに、

ガールズトークで盛ﾚﾉ上がり、時間を無駄にしてしまうこともありますが、これからも、試合で自

分たちの力を精一杯発揮できるよう頑張っていきたいです。
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